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仏
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角　

田　

泰　

隆

　

凡
例

一
、
本
稿
は
、
二
〇
二
一
年
度
に
お
け
る
、
駒
澤
大
学
大
学
院
の
角
田
ゼ
ミ
（
宗
学
特
講
Ⅱ
【
演
習
】
）
で
作
成
し
た
資
料
を
基
に
作
成
し

た
も
の
で
あ
る
。

二
、
【
本
文
】
は
、
本
山
版
『
正
法
眼
蔵
』
（
寛
政
十
一
年
〈
一
七
九
九
〉
刊
）
を
底
本
と
し
、
左
記
の
『
正
法
眼
蔵
』
諸
本
と
校
異
し
て
作

成
し
た
。
校
異
は
本
文
下
段
に
示
し
た
が
、
字
体
の
違
い
（
新
字
・
旧
字
・
異
体
字
等
）
は
、
校
異
か
ら
除
い
た
。
諸
写
本
に
よ
っ
て
底

本
の
本
文
を
改
め
た
部
分
も
あ
る
が
、
そ
の
場
合
は
校
異
に
記
し
た
。
校
異
し
た
諸
本
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
な
お
、
こ
れ
ら
の

写
本
は
全
て
『
蒐
書
大
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　
　

懐
奘
書
写
本
…
懐　
　

正
法
眼
蔵
抄
…
抄　
　
　

乾
坤
院
所
蔵
本
…
乾　

正
法
寺
所
蔵
本
…
正　

龍
門
寺
所
蔵
本
…
龍

　
　

洞
雲
寺
所
蔵
本
…
洞　

瑠
璃
光
寺
所
蔵
本
…
瑠　

長
円
寺
所
蔵
本
…
長　

玉
雲
寺
所
蔵
本
…
玉　

徳
雲
寺
所
蔵
本
…
徳

　
　

永
平
寺
所
蔵
嘉
元
二
年
（
一
三
〇
四
）
書
写
本
…
嘉

三
、
【
本
文
】
は
便
宜
的
に
適
宜
分
割
し
、
最
初
に
段
落
分
け
を
示
す
た
め
【
本
文
】
の
み
を
ま
と
め
て
掲
げ
、
番
号
を
付
し
た
。
底
本
の

片
仮
名
は
平
仮
名
に
改
め
（
子
→
ね
、
ヰ
→
ゐ
、
ヱ
→
ゑ
）
、
内
容
解
釈
に
基
づ
い
て
独
自
の
句
読
点
と
ル
ビ
を
付
し
た
。
【
本
文
】
・
【
懐

奘
書
写
本
】
の
漢
字
は
原
典
の
字
体
を
そ
の
ま
ま
用
い
た
が
、
【
本
文
】
以
外
は
、
【
本
文
】
か
ら
の
引
用
も
含
め
て
、
原
則
と
し
て
新
字

体
に
改
め
た
。

四
、【
語
註
】
は
既
刊
の
辞
典
等
を
参
照
し
て
新
た
に
作
成
し
た
が
、
辞
典
等
を
そ
の
ま
ま
引
用
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
典
拠
を
明
記
し
た
。

【
語
註
】・【
解
説
】
で
『
正
法
眼
蔵
』
を
引
用
す
る
場
合
は
、
大
久
保
道
舟
編
『
古
本
校
訂
正
法
眼
蔵 

全
』（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
一
年
四
月
）

駒
澤
大
學
佛
敎
學
部
硏
究
紀
要
第
八
十
號　

令
和
四
年
三
月
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六

よ
り
引
用
し
、
頁
数
の
み
記
し
た
。
但
し
、
既
刊
の
「
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
訳
註
」
収
録
箇
所
は
、
当
該
号
の
略
号
と
頁
数
で
示
し

た
。
引
用
文
中
の
傍
点
・
傍
線
は
、
全
て
筆
者
が
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
参
照
文
献
・
辞
典
の
略
号
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

『
大
正
新
脩
大
蔵
経
』
…
『
大
正
蔵
』　
　
　

『
大
日
本
続
蔵
経
』
…
『
卍
続
蔵
』

『
景
徳
伝
燈
録
』
（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
九
〇
年
五
月
）
…
『
禅
文
化
本
』

中
村
元
編
『
仏
教
語
大
辞
典
』
（
東
京
書
籍
、
一
九
八
一
年
五
月
）
…
『
中
村
仏
教
』

『
新
版
禅
学
大
辞
典
』
第
十
刷
（
大
修
館
書
店
、
二
〇
二
〇
年
四
月
）
…
『
禅
学
』

入
矢
義
高
・
古
賀
英
彦
編
『
禅
語
辞
典
』
（
思
文
閣
出
版
、
一
九
九
一
年
七
月
）
…
『
禅
語
』

『
大
漢
和
辞
典
』
…
『
大
漢
和
』　
　
　
　
　

『
漢
辞
海
』
第
四
版
（
三
省
堂
、
二
〇
一
九
年
二
月
）
…
『
漢
辞
海
』

大
久
保
道
舟
編
『
道
元
禅
師
全
集
』
下
巻
（
筑
摩
書
房
、
一
九
七
〇
年
五
月
）
…
『
大
久
保
本
』

水
野
弥
穂
子
校
註　

岩
波
文
庫
本
『
正
法
眼
蔵
』
（
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
～
一
九
九
三
年
）
…
『
岩
波
文
庫
本
』

『
道
元
禅
師
全
集
』
（
春
秋
社
〈
原
典
版
〉
、
一
九
八
八
～
一
九
九
一
年
）
…
『
春
秋
社
本
』

『
道
元
禅
師
全
集
』
（
春
秋
社
〈
原
文
対
照
現
代
語
訳
版
〉
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
三
年
）
…
『
春
秋
社
本
〈
現
代
語
訳
版
〉
』

河
村
孝
道
・
角
田
泰
隆
編
『
本
山
版
訂
補
正
法
眼
蔵
』
（
大
本
山
永
平
寺
、
二
〇
一
九
年
八
月
）
…
『
本
山
版
訂
補
』

『
永
平
正
法
眼
蔵
蒐
書
大
成
』
（
大
修
館
書
店
、
一
九
七
四
～
一
九
八
二
年
、
続
輯
一
九
八
九
～
二
〇
〇
〇
年
）
…
『
蒐
書
大
成
』

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
一
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
四
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
二
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
五
号
、
二
〇
一
七
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
二
）
」

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
三
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
六
号
、
二
〇
一
八
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
三
）
」

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
四
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
七
号
、
二
〇
一
九
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
四
）
」

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
五
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
八
号
、
二
〇
二
〇
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」

角
田
泰
隆
「
『
正
法
眼
蔵
』「
仏
性
」
巻
訳
註
（
六
）
」（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
七
十
九
号
、
二
〇
二
一
年
三
月
…
「
仏
性
訳
註
（
六
）
」

　

な
お
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」
か
ら
「
仏
性
訳
註
（
六
）
」
は
、「
駒
澤
大
学
学
術
機
関
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
に
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
て
い
る
。

五
、
【
直
訳
】
は
、
で
き
る
限
り
本
文
に
忠
実
に
訳
し
、
基
本
的
に
古
文
を
現
代
語
に
訳
す
に
と
ど
め
、
一
部
便
宜
的
に
漢
字
用
語
の
現
代

語
訳
も
行
っ
た
。
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六
七

六
、
【
現
代
語
訳
】
は
、
【
直
訳
】
に
基
づ
い
て
漢
字
用
語
の
解
説
を
加
え
、
理
解
し
や
す
く
す
る
た
め
に
〈　

〉
内
に
本
文
に
な
い
言
葉
を

補
い
、
必
要
に
応
じ
て
（　

）
内
に
直
前
の
語
の
解
釈
を
付
し
た
。

七
、
【
懐
奘
書
写
本
に
見
ら
れ
る
書
き
改
め
に
つ
い
て
】
は
、
懐
奘
書
写
本
の
書
き
改
め
の
前
後
で
ど
の
よ
う
に
内
容
が
変
化
し
た
か
に
つ

い
て
特
に
解
説
し
た
。
書
き
改
め
が
少
な
い
場
合
は
、
【
解
説
】
の
中
で
簡
単
に
言
及
す
る
形
と
し
、
一
切
無
い
場
合
は
略
し
た
。
【
懐
奘

書
写
本
】
掲
載
の
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」
七
七
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。

※
当
号
で
は
、【
解
説
】
に
お
い
て
「
龍
樹
身
現
円
月
相
」
段
全
体
を
取
り
上
げ
る
た
め
、
便
宜
上
、「
仏
性
訳
註
（
五
）
」・「
仏
性
訳
註
（
六
）
」

に
掲
載
し
た
当
該
段
の
全
て
の
本
文
を
掲
げ
、
【
解
説
】
で
は
該
当
箇
所
を
「
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」
①
②
」
等
と
指
示
し
た
。

【
本
文
】
（
「
仏
性
訳
註
〈
五
〉
」
掲
載
分
）

① 

第
十
四
祖
龍
樹
尊
者
、
梵
ニ

云
二フ

那
伽
閼
刺
樹
那
一ト

。
唐
ニ

云
二ヒ

龍
樹
、
亦
タ

龍
勝
一ト

、
亦
云
二フ

龍
猛
一ト

。
西
天
竺
國
ノ

人
ナ
リ

也
。
至
二ル

南
天
竺
國
一ニ

。

彼
ノ

國
之
人
、
多
ク

信
二ズ

福
業
一ヲ

。
尊
者
爲
ニ

説
二ク

妙
法
一ヲ

。
聞
ク

者
逓
ヒ
ニ

相
謂
テ

曰
ク

、
人
ニ

有
二ル

ハ

福
業
一

、
世
間
ノ

第
一
ナ
リ

。
徒
ニ

言
二フ

佛
性
一ヲ

、

 

誰
カ

能
覩
レル

之
ヲ

。
尊
者
曰
ク

、
汝
欲
レバ

見
二ン

ト

佛
性
一ヲ

、
先
ヅ

須
レク

除
二ク

我
慢
一ヲ

。
彼
ノ

人
ノ

曰
ク

、
佛
性
大
カ

耶
小
カ

耶
。
尊
者
曰
ク

、
佛
性
ハ

非
レズ

大
ニ

 

非
レズ

小
ニ

、
非
レズ

廣
ニ

非
レズ

狹
ニ

、
無
レク

福
無
レシ

報
。
不
死
不
生
ナ
リ

。
彼
レ

聞
二テ

理
ノ

勝
一タ

ル
ヲ

、
悉
ク

迴
二ス

初
心
一ヲ

。
尊
者
復
タ

於
二テ

座
上
一ニ

、
現
二ズ

自
在
身
一ヲ

。

如
二シ

滿
月
輪
一ノ

。
一
切
衆
會
、
唯
ダ

聞
二テ

法
音
一ノ

ミ
ヲ

不
レ

覩
二

師
ノ

相
一ヲ

。

 

　

於
二テ

彼
ノ

衆
中
一ニ

、
有
二テ

長
者
ノ

子
迦
那
提
婆
一

、
謂
二テ

衆
會
一ニ

曰
ク

、
識
二ヤ

此
ノ

相
一ヲ

否
ヤ

。
衆
會
曰
ク

、
而
今
我
等
目
所
レ

未
レダ

見
、
耳
無
レク

所
レ

聞
ク

、

心
無
レク

所
レ

識
、
身
無
レシ

所
レ

住
ス
ル

。
提
婆
曰
ク

、
此
レ
ハ

是
レ

尊
者
現
二ジ

佛
性
ノ

相
一ヲ

、
以
テ

示
二ス

我
等
一ニ

。
何
ヲ

以
テ

知
レル

之
ヲ

。
蓋
シ

以
三テ

ス

無
相
三
昧
、

形
如
二ク

ナ
ル
ヲ

滿
月
一ノ

。
佛
性
ノ

之
義
、
廓
然
ト
シ
テ

虚
明
ナ
リ
ト

。
言
ヒ

訖
レ
バ

輪
相
卽
チ

隱
ル

。
復
タ

居
二シ

テ

本
座
一ニ

、
而
説
レキ

テ

偈
ヲ

言
ク

、
身
現
二ジ

圓
月
ノ

相
一ヲ

、

以
テ

表
二ス

諸
佛
ノ

體
一ヲ

。
説
法
無
二ク

其
形
一

、
用
辨
非
二ズ

ト

聲
色
一ニ

。

② 

し
る
べ
し
、
眞し

ん

箇こ

の
用よ

う

辨べ
ん

は
、
聲

し
ょ
う

色し
き

の
卽そ

く

現げ
ん

に
あ
ら
ず
。
眞し

ん

箇こ

の
説せ

つ

法ぽ
う

は
、
無む

其ご

形
ぎ
ょ
う

な
り
。
尊そ

ん

者じ
や

か
つ
て
ひ
ろ
く
佛ぶ

つ

性
し
ょ
う

を
爲い

説せ
つ

す
る
、

不ふ

可か

數し
ゅ

量
り
ょ
う

な
り
。
い
ま
は
し
ば
ら
く
一い

ち

隅ぐ
う

を
略

り
ゃ
く

擧こ

す
る
な
り
。

 

　

汝に
ょ

欲よ
く

見け
ん

佛ぶ
つ

性
し
ょ
う

、
先せ

ん

須し
ゅ

除じ
ょ

我が

慢ま
ん

。
こ
の
爲い

説せ
つ

の
宗

し
ゆ
う

旨し

、
す
ご
さ
ず
辨べ

ん

肯こ
う

す
べ
し
。
見け

ん

は
な
き
に
あ
ら
ず
、
そ
の
見け

ん

こ
れ
除じ

ょ

我が

慢ま
ん

な
り
。
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六
八

我が

も
ひ
と
つ
に
あ
ら
ず
、
慢ま

ん

も
多た

般は
ん

な
り
。
除じ

ょ

法ほ
う

ま
た
萬ば

ん

差し
ゃ

な
る
べ
し
。
し
か
あ
れ
ど
も
、
こ
れ
ら
み
な
見け

ん

佛ぶ
つ

性
し
ょ
う

な
り
、
眼げ

ん

見け
ん

目も
く

覩と

に

な
ら
ふ
べ
し
。

 

　

佛ぶ
つ

性
し
ょ
う

非ひ

大だ
い

非ひ

小
し
ょ
う

等と
う

の
道ど

う

取し
ゅ

、
よ
の
つ
ね
の
凡ぼ

ん

夫ぷ

・
二に

乘
じ
ょ
う

に
例れ

い

諸し
ょ

す
る
こ
と
な
か
れ
。
偏へ

ん

枯こ

に
佛ぶ

つ

性
し
ょ
う

は
廣こ

う

大だ
い

な
ら
ん
と
の
み
お
も
へ
る
、

邪じ
ゃ

念ね
ん

を
た
く
は
へ
き
た
る
な
り
。
大だ

い

に
あ
ら
ず
小

し
ょ
う

に
あ
ら
ざ
ら
ん
正

し
ょ
う

當と
う

恁い
ん

麼も

時じ

の
道ど

う

取し
ゅ

に
罣け

い

礙げ

せ
ら
れ
ん
道ど

う

理り

、
い
ま
聽

ち
ょ
う

取し
ゅ

す
る
が

ご
と
く
思し

量
り
ょ
う

す
べ
き
な
り
。
思し

量
り
ょ
う

な
る
聽

ち
ょ
う

取し
ゅ

を
使し

得と
く

す
る
が
ゆ
ゑ
に
。

 

　

し
ば
ら
く
尊そ

ん

者じ
や

の
道ど

う

著
じ
ゃ
く

す
る
偈げ

を
聞も

ん

取し
ゅ

す
べ
し
。
い
は
ゆ
る
、
身し

ん

現げ
ん

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

、
以い

表
ひ
ょ
う

諸し
ょ

佛ぶ
つ

體た
い

な
り
。
す
で
に
諸し

ょ

佛ぶ
つ

體た
い

を
以い

表
ひ
ょ
う

し
き

た
れ
る
身し

ん

現げ
ん

な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

な
り
。
し
か
あ
れ
ば
、
一い

つ

切さ
い

の
長

ち
ょ
う

短た
ん

方ほ
う

圓え
ん

、こ
の
身し

ん

現げ
ん

に
學が

く

習
し
ゆ
う

す
べ
し
。
身し

ん

と
現げ

ん

と
に
轉て

ん

疎そ

な
る
は
、

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

に
く
ら
き
の
み
に
あ
ら
ず
、
諸し

ょ

佛ぶ
つ

體た
い

に
あ
ら
ざ
る
な
り
。
愚ぐ

者し
ゃ

お
も
は
く
、
尊そ

ん

者じ
や

か
り
に
化け

身し
ん

を
現げ

ん

ぜ
る
を
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

と
い
ふ
と
お

も
ふ
は
、
佛ぶ

つ

道ど
う

を
相そ

う

承
じ
ょ
う

せ
ざ
る
黨と

う

類る
い

の
邪じ

ゃ

念ね
ん

な
り
。
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
の
い
づ
れ
の
と
き
か
、
非ひ

身し
ん

の
佗た

現げ
ん

な
ら
ん
。
ま
さ
に
し
る
べ
し
、

こ
の
と
き
尊そ

ん

者じ
や

は
高こ

う

座ざ

せ
る
の
み
な
り
。
身し

ん

現げ
ん

の
儀ぎ

は
、
い
ま
の
た
れ
人ひ

と

も
坐ざ

せ
る
が
ご
と
く
あ
り
し
な
り
。
こ
の
身し

ん

こ
れ
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

現げ
ん

な

り
。
身し

ん

現げ
ん

は
方ほ

う

圓え
ん

に
あ
ら
ず
、
有う

無む

に
あ
ら
ず
、
隱お

ん

顯け
ん

に
あ
ら
ず
、
八は

ち

萬ま
ん

四し

千せ
ん

蘊う
ん

に
あ
ら
ず
、
た
だ
身し

ん

現げ
ん

な
り
。

③ 

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

と
い
ふ
、
這し

ゃ

裏り

是ぜ

甚じ
ん

麽も

所し
ょ

在ざ
い

、
說せ

つ

細さ
い

說せ
つ

麤そ

月げ
つ

な
り
。
こ
の
身し

ん

現げ
ん

は
、
先せ

ん

須し
ゅ

除じ
ょ

我が

慢ま
ん

な
る
が
ゆ
ゑ
に
、
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

に
あ
ら
ず
、

 

諸し
ょ

佛ぶ
つ

體た
い

な
り
。
以い

表
ひ
ょ
う

す
る
が
ゆ
ゑ
に
諸し

ょ

佛ぶ
つ

體た
い

を
透と

う

脫だ
つ

す
。

 

　

し
か
あ
る
が
ゆ
ゑ
に
、
佛ぶ

つ

邊ぺ
ん

に
か
か
は
れ
ず
。
佛ぶ

つ

性
し
ょ
う

の
滿ま

ん

月げ
つ

を
形

ぎ
よ
う

如に
よ

す
る
虛こ

明
み
ょ
う

あ
り
と
も
、
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

を
排は

い

列れ
つ

す
る
に
あ
ら
ず
。
い

は
ん
や
用よ

う

辨べ
ん

も
聲

し
ょ
う

色し
き

に
あ
ら
ず
、
身し

ん

現げ
ん

も
色し

き

身し
ん

に
あ
ら
ず
、
藴う

ん

處し
ょ

界か
い

に
あ
ら
ず
。
藴う

ん

處し
ょ

界か
い

に
一い

ち

似じ

な
り
と
い
へ
ど
も
以い

表
ひ
ょ
う

な
り
、
諸し

ょ

佛ぶ
つ

體た
い

な
り
。
こ
れ
說せ

つ

法ぽ
う

藴う
ん

な
り
、
そ
れ
無む

其ご

形
ぎ
ょ
う

な
り
。
無む

其ご

形
ぎ
ょ
う

さ
ら
に
無む

相そ
う

三ざ
ん

昧ま
い

な
る
と
き
身し

ん

現げ
ん

な
り
。
一い

っ

衆し
ゅ

い
ま
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

を
望ぼ

う

見け
ん

す
と

い
へ
ど
も
、
目も

く

所し
ょ

未み

見け
ん

な
る
は
、
說せ

つ

法ぽ
う

藴う
ん

の
轉て

ん

機き

な
り
、
現げ

ん

自じ

在ざ
い

身し
ん

の
非ひ

聲
し
ょ
う

色し
き

な
り
。
卽そ

く

隱お
ん

卽そ
く

現げ
ん

は
、
輪り

ん

相そ
う

の
進し

ん

歩ぽ

退た
い

歩ほ

な
り
。
復ふ

く

於お

座ざ

上
じ
ょ
う

現げ
ん

自じ

在ざ
い

身し
ん

の
正

し
ょ
う

當と
う

恁い
ん

麽も

時じ

は
、
一い

っ

切さ
い

衆し
ゅ

會え

、
唯ゆ

い

聞も
ん

法ほ
う

音お
ん

す
る
な
り
、
不ふ

覩と

師し

相そ
う

な
る
な
り
。

 

　

尊そ
ん

者じ
ゃ

の
嫡

ち
ゃ
く

嗣し

迦か

那な

提だ
い

婆ば

尊そ
ん

者じ
ゃ

、
あ
き
ら
か
に
滿ま

ん

月げ
つ

相そ
う

を
識し

き

此し

し
、
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

を
識し

き

此し

し
、
身し

ん

現げ
ん

を
識し

き

此し

し
、
諸し

ょ

佛ぶ
つ

性
し
ょ
う

を
識し

き

此し

し
、
諸し

ょ

佛ぶ
つ

體た
い

を
識し

き

此し

せ
り
。
入に

っ

室し
つ

瀉し
ゃ

缾
び
ょ
う

の
衆し

ゅ

た
と
ひ
お
ほ
し
と
い
へ
ど
も
、
提だ

い

婆ば

と
齊せ

い

肩け
ん

な
ら
ざ
る
べ
し
。
提だ

い

婆ば

は
半は

ん

座ざ

の
尊そ

ん

な
り
、
衆し

ゅ

會え

の
導ど

う

師し

な
り
、
全ぜ

ん

座ざ

の
分ぶ

ん

座ざ

な
り
。
正

し
ょ
う

法ぼ
う

眼げ
ん

藏ぞ
う

無む

上
じ
ょ
う

大だ
い

法ほ
う

を
正

し
ょ
う

傳で
ん

せ
る
こ
と
、
靈

り
ょ
う

山ぜ
ん

に
摩ま

訶か

迦か

葉
し
ょ
う

尊そ
ん

者じ
ゃ

の
座ざ

元げ
ん

な
り
し
が
ご
と
し
。

龍
り
ゅ
う

樹じ
ゅ

未み

廻か
い

心し
ん

の
さ
き
、
外げ

道ど
う

の
法ほ

う

に
あ
り
し
と
き
の
弟で

子し

お
ほ
か
り
し
か
ど
も
、
み
な
謝し

ゃ

遣け
ん

し
き
た
れ
り
。
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

す
で
に
佛ぶ

つ

祖そ

と
な
れ
り

し
と
き
は
、
ひ
と
り
提だ

い

婆ば

を
付ふ

法ほ
う

の
正

し
ょ
う

嫡
ち
ゃ
く

と
し
て
、
大だ

い

法ほ
う

眼げ
ん

藏ぞ
う

を
正

し
ょ
う

傳で
ん

す
。
こ
れ
無む

上
じ
ょ
う

佛ぶ
つ

道ど
う

の
單た

ん

傳で
ん

な
り
。
し
か
あ
る
に
、
僭せ

ん

僞ぎ

の
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邪じ
ゃ

群ぐ
ん

、
ま
ま
に
自じ

稱
し
ょ
う

す
ら
く
、
わ
れ
ら
も
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

大だ
い

士し

の
法は

っ

嗣す

な
り
。
論ろ

ん

を
つ
く
り
義ぎ

を
あ
つ
む
る
、
お
ほ
く
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

の
手て

を
か
れ
り
、

龍り
ゅ
う

樹じ
ゅ

の
造ぞ

う

に
あ
ら
ず
。
む
か
し
す
て
ら
れ
し
群ぐ

ん

徒と

の
、
人に

ん

天で
ん

を
惑わ

く

亂ら
ん

す
る
な
り
。
佛ぶ

つ

弟で

子し

は
ひ
と
す
ぢ
に
、
提だ

い

婆ば

の
所し

ょ

傳で
ん

に
あ
ら
ざ
ら

ん
は
、
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

の
道ど

う

に
あ
ら
ず
と
し
る
べ
き
な
り
。
こ
れ
正

し
ょ
う

信し
ん

得と
く

及
ぎ
ゆ
う

な
り
。
し
か
あ
る
に
、
僞ぎ

な
り
と
し
り
な
が
ら
稟ひ

ん

受じ
ゅ

す
る
も
の
お

ほ
か
り
。
謗ぼ

う

大だ
い

般は
ん

若に
ゃ

の
衆し

ゅ

生
じ
ょ
う

の
愚ぐ

蒙も
う

、
あ
は
れ
み
か
な
し
む
べ
し
。

【
本
文
】
（
「
仏
性
訳
註
〈
六
〉
」
掲
載
分
）

① 

迦か

那な

提だ
い

婆ば

尊そ
ん

者じ
ゃ

、
ち
な
み
に
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

尊そ
ん

者じ
ゃ

の
身し

ん

現げ
ん

を
さ
し
て
、
衆し

ゅ

會え

に
つ
げ
て
い
は
く
、
此し

是ぜ

尊そ
ん

者じ
ゃ

現げ
ん

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

相そ
う

、
以い

示じ

我が

等と
う

、
何が

以い

知ち

之し

、
葢が

い

以い

無む

相そ
う

三ざ
ん

昧ま
い

、
形

ぎ
ょ
う

如に
ょ

滿ま
ん

月げ
つ

、
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

之し

義ぎ

、
廓か

く

然ね
ん

虛こ

明
み
ょ
う

な
り
。

 

　

い
ま
天て

ん

上
じ
ょ
う

・
人に

ん

間げ
ん

、
大だ

い

千せ
ん

法ほ
っ

界か
い

に
流る

布ふ

せ
る
佛ぶ

っ

法ぽ
う

を
見け

ん

聞も
ん

せ
る
前ぜ

ん

後ご

の
皮ひ

袋た
い

、
た
れ
か
道ど

う

取し
ゅ

せ
る
、
身し

ん

現げ
ん

相そ
う

は
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

な
り
と
。
大だ

い

千せ
ん

界か
い

に
は
、
た
だ
提だ

い

婆ば

尊そ
ん

者じ
ゃ

の
み
道ど

う

取し
ゅ

せ
る
な
り
。
餘よ

者し
ゃ

は
た
だ
、
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

は
眼げ

ん

見け
ん

・
耳に

聞も
ん

・
心し

ん

識し
き

等と
う

に
あ
ら
ず
と
の
み
道ど

う

取し
ゅ

す
る
な
り
。

身し
ん

現げ
ん

は
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

な
り
と
し
ら
ざ
る
ゆ
ゑ
に
道ど

う

取し
ゅ

せ
ざ
る
な
り
。
祖そ

師し

の
、
を
し
む
に
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
眼げ

ん

耳に

ふ
さ
が
れ
て
見け

ん

聞も
ん

す
る
こ
と

あ
た
は
ざ
る
な
り
。
身し

ん

識し
き

い
ま
だ
お
こ
ら
ず
し
て
、
了

り
ょ
う

別べ
つ

す
る
こ
と
あ
た
は
ざ
る
な
り
。
無む

相そ
う

三ざ
ん

昧ま
い

の
形

ぎ
ょ
う

如に
ょ

滿ま
ん

月げ
つ

な
る
を
望ぼ

う

見け
ん

し
禮ら

い

拜は
い

す
る
に
、
目も

く

未み

所し
ょ

覩と

な
り
。
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

之し

義ぎ

、
廓か

く

然ね
ん

虛こ

明
み
ょ
う

な
り
。

② 

し
か
あ
れ
ば
、
身し

ん

現げ
ん

の
説せ

つ

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

な
る
、
虛こ

明
み
ょ
う

な
り
、
廓か

く

然ね
ん

な
り
。
説せ

つ

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
身し

ん

現げ
ん

な
る
、
以い

表
ひ
ょ
う

諸し
ょ

佛ぶ
っ

體た
い

な
り
。
い
づ
れ
の
一い

ち

佛ぶ
つ

二に

佛ぶ
つ

 

か
、
こ
の
以い

表
ひ
ょ
う

を
佛ぶ

っ

體た
い

せ
ざ
ら
ん
。
佛ぶ

っ

體た
い

は
身し

ん

現げ
ん

な
り
、
身し

ん

現げ
ん

な
る
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

あ
り
。
四し

大だ
い

五ご

蘊う
ん

と
道ど

う

取し
ゅ

し
會え

取し
ゅ

す
る
佛ぶ

つ

量
り
ょ
う

祖そ

量
り
ょ
う

も
、
か

へ
り
て
身し

ん

現げ
ん

の
造ぞ

う

次じ

な
り
。
す
で
に
諸し

ょ

佛ぶ
っ

體た
い

と
い
ふ
、
蘊う

ん

處し
ょ

界か
い

の
か
く
の
ご
と
く
な
る
な
り
。
一い

っ

切さ
い

の
功く

德ど
く

、
こ
の
功く

德ど
く

な
り
。
佛ぶ

つ

功く

德ど
く

は
、
こ
の
身し

ん

現げ
ん

を
究ぐ

う

盡じ
ん

し
嚢の

う

括か
つ

す
る
な
り
。
一い

っ

切さ
い

無む

量
り
ょ
う

無む

邊へ
ん

の
功く

德ど
く

の
往お

う

來ら
い

は
、
こ
の
身し

ん

現げ
ん

の
一い

ち

造ぞ
う

次じ

な
り
。

 

　

し
か
あ
る
に
、
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

・
提だ

い

婆ば

師し

資し

よ
り
の
ち
、
三さ

ん

國ご
く

の
諸し

ょ

方ほ
う

に
あ
る
前ぜ

ん

代だ
い

後こ
う

代だ
い

、
ま
ま
に
佛ぶ

つ

學が
く

す
る
人じ

ん

物ぶ
つ

、
い
ま
だ
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

・
提だ

い

婆ば

の

ご
と
く
道ど

う

取し
ゅ

せ
ず
。
い
く
ば
く
の
經

き
ょ
う

師じ

・
論ろ

ん

師じ

等ら

か
、
佛ぶ

っ

祖そ

の
道ど

う

を
蹉し

ゃ

過か

す
る
。

③ 

大だ
い

宋そ
う

國こ
く

む
か
し
よ
り
こ
の
因い

ん

縁ね
ん

を
畫が

せ
ん
と
す
る
に
、
身し

ん

に
畫が

し
、
心し

ん

に
畫が

し
、
空く

う

に
畫が

し
、
壁へ

き

に
畫が

す
る
こ
と
あ
た
は
ず
、
い
た
づ

ら
に
筆ひ

っ

頭と
う

に
畫が

す
る
に
、
法ほ

う

座ざ

上
じ
ょ
う

に
如に

ょ

鏡
き
ょ
う

な
る
一い

ち

輪り
ん

相そ
う

を
圖ず

し
て
、
い
ま
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

の
身し

ん

現げ
ん

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

と
せ
り
。
す
で
に
數す

百は
く

歳さ
い

の
霜そ

う

蕐か

も

開か
い

落ら
く

し
て
、
人に

ん

眼げ
ん

の
金き

ん

屑せ
つ

を
な
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
あ
や
ま
る
と
い
ふ
人ひ

と

な
し
。
あ
は
れ
む
べ
し
、
萬ば

ん

事じ

の
蹉さ

跎だ

た
る
こ
と
か
く
の
ご
と
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き
な
る
。
も
し
身し

ん

現げ
ん

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

は
一い

ち

輪り
ん

相そ
う

な
り
と
會え

取し
ゅ

せ
ば
、
眞し

ん

箇こ

の
畫が

餅
び
ょ
う

一い
ち

枚ま
い

な
り
。
弄ろ

う

他た

せ
ん
、
笑

し
ょ
う

也や

笑
し
ょ
う

殺さ
つ

人に
ん

な
る
べ
し
。
か
な

し
む
べ
し
、
大だ

い

宋そ
う

一い
つ

國こ
く

の
在ざ

い

家け

・
出

し
ゅ
っ

家け

、
い
づ
れ
の
一い

っ

箇こ

も
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

の
こ
と
ば
を
き
か
ず
、
し
ら
ず
、
提だ

い

婆ば

の
道ど

う

を
通つ

う

ぜ
ず
、
み
ざ
る
こ
と
。

い
は
ん
や
身し

ん

現げ
ん

に
親し

ん

切せ
つ

な
ら
ん
や
。
圓え

ん

月げ
つ

に
く
ら
し
、
滿ま

ん

月げ
つ

を
虧き

闕け
つ

せ
り
。
こ
れ
稽け

い

古こ

の
お
ろ
そ
か
な
る
な
り
、
慕も

古こ

い
た
ら
ざ
る
な
り
。

古こ

佛ぶ
つ

・
新し

ん

佛ぶ
つ

、
さ
ら
に
眞し

ん

箇こ

の
身し

ん

現げ
ん

に
あ
ふ
て
畫が

餅
び
ょ
う

を
賞

し
ょ
う

翫が
ん

す
る
こ
と
な
か
れ
。

④ 

し
る
べ
し
、
身し

ん

現げ
ん

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

の
相そ

う

を
畫が

せ
ん
に
は
、
法ほ

う

座ざ

上
じ
ょ
う

に
身し

ん

現げ
ん

相そ
う

あ
る
べ
し
。
揚よ

う

眉び

瞬
し
ゅ
ん

目も
く

、
そ
れ
端た

ん

直じ
き

な
る
べ
し
。
皮ひ

肉に
く

骨こ
つ

髓ず
い

 

正し
ょ
う

法ぼ
う

眼げ
ん

藏ぞ
う

、
か
な
ら
ず
兀ご

つ

坐ざ

す
べ
き
な
り
。
破は

顔が
ん

微み

笑
し
ょ
う

つ
た
は
る
べ
し
、
作さ

佛ぶ
つ

作さ

祖そ

す
る
が
ゆ
ゑ
に
。
こ
の
畫が

い
ま
だ
月げ

っ

相そ
う

な
ら
ざ
る

に
は
、
形

ぎ
ょ
う

如に
ょ

な
し
、
說せ

っ

法ぽ
う

せ
ず
、
聲

し
ょ
う

色し
き

な
し
、
用よ

う

辨べ
ん

な
き
な
り
。
も
し
身し

ん

現げ
ん

を
も
と
め
ば
、
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

を
圖ず

す
べ
し
。
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

を
圖ず

せ
ば
、

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

を
圖ず

す
べ
し
、
身し

ん

現げ
ん

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

な
る
が
ゆ
ゑ
に
。
現げ

ん

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

を
畫が

せ
ん
と
き
、
滿ま

ん

月げ
つ

相そ
う

を
圖ず

す
べ
し
、
滿ま

ん

月げ
つ

相そ
う

を
現げ

ん

ず
べ
し
。
し
か

あ
る
を
、
身し

ん

現げ
ん

を
畫が

せ
ず
、
圓え

ん

月げ
つ

を
畫が

せ
ず
、
滿ま

ん

月げ
つ

相そ
う

を
畫が

せ
ず
、
諸し

ょ

佛ぶ
つ

體た
い

を
圖ず

せ
ず
、
以い

表
ひ
ょ
う

を
體た

い

せ
ず
、
說せ

っ

法ぽ
う

を
圖ず

せ
ず
、
い
た
づ

ら
に
畫が

餅
び
ょ
う

一い
ち

枚ま
い

を
圖ず

す
、
用よ

う

作そ

什し

麼も

。
こ
れ
を
急

き
ゅ
う

著
じ
ゃ
く

眼げ
ん

看か
ん

せ
ん
、
た
れ
か
直じ

き

至し

如に
ょ

今こ
ん

飽ほ
う

不ふ

飢き

な
ら
ん
。
月つ

き

は
圓え

ん

形
ぎ
ょ
う

な
り
、
圓え

ん

は
身し

ん

現げ
ん

な
り
。
圓え

ん

を
學が

く

す
る
に
、
一い

ち

枚ま
い

錢せ
ん

の
ご
と
く
學が

く

す
る
こ
と
な
か
れ
、
一い

ち

枚ま
い

餅
び
ょ
う

に
相そ

う

じ似
す
る
こ
と
な
か
れ
。
身し

ん

相そ
う

圓え
ん

月げ
つ

身し
ん

な
り
、
形

ぎ
ょ
う

如に
ょ

滿ま
ん

月げ
つ

形
ぎ
ょ
う

な
り
。
一い

ち

枚ま
い

錢せ
ん

・
一い

ち

枚ま
い

餅
び
ょ
う

は
、
圓え

ん

に
學
習
す
べ
し
。

【
本
文
】
（
当
号
検
討
分
）

　

予よ

、
雲う

ん
ゆ
う遊

の
そ
の
か
み
、
大だ

い

宋そ
う

國こ
く

に
い
た
る
。
嘉か

定て
い

十
六
年ね

ん

癸き

び未
秋あ

き

の
こ
ろ
、は
じ
め
て
阿あ

育い
く

王お
う

山ざ
ん

廣こ
う

利り

禪ぜ
ん

寺じ

に
い
た
る
。
西せ

い
ろ
う
へ
き
か
ん

廊
壁
閒
に
、

西さ
い

天て
ん

東と
う

地ち

三
十
三
祖そ

の
變へ

ん
そ
う相

を
畫が

せ
る
を
み
る
。
こ
の
と
き
領

り
ょ
う

覽ら
ん

な
し
。
の
ち
に
寚

ほ
う
き
ょ
う慶

元が
ん
ね
ん年

乙い
つ
ゆ
う酉

夏げ

安あ
ん

居ご

の
な
か
に
か
さ
ね
て
い
た
る

に
、
西せ

い

蜀
し
ょ
く

の
成

じ
ょ
う

桂け
い

知し

か客
と
廊ろ

う

下か

を
行

ぎ
ょ
う

歩ほ

す
る
つ
い
で
に
、
予よ

、
知し

か客
に
と
ふ
、
這し

ゃ

箇こ

是ぜ

什
じ
ゅ
う

麼も

變へ
ん

相そ
う

。
知し

客か

い
は
く
、
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

身し
ん

現げ
ん

圓え
ん

月げ
つ

相そ
う

。
か
く
道ど

う
し
ゅ取

す
る
顏が

ん

色し
き

に
鼻び

孔く
う

な
し
、
聲

し
ょ
う

裏り

に
語ご

句く

な
し
。
予よ

い
は
く
、
眞し

ん

箇こ

是し

一い
ち

枚ま
い

畫が

餅
び
ょ
う

相そ
う

似じ

。
と
き
に
知し

客か

大た
い

笑
し
ょ
う

す
と
い
へ
ど
も
、

笑し
ょ
う

裏り

無む

刀と
う

、
破は

畫が

餅
び
ょ
う

不ふ

得と
く

な
り
。
す
な
は
ち
知し

客か

と
予よ

と
、
舎し

ゃ

利り

殿で
ん

お
よ
び
六ろ

く

殊し
ゅ

勝
し
ょ
う

地ち

等と
う

に
い
た
る
あ
ひ
だ
、
數す

番ば
ん

擧こ

揚よ
う

す
れ
ど
も
、

疑ぎ

著
じ
ゃ
く

す
る
に
も
お
よ
ば
ず
。
お
の
づ
か
ら
下あ

語ぎ
ょ

す
る
僧そ

う
り
ょ侶

も
、
お
ほ
く
都と

不ふ

是ぜ

な
り
。
予よ

い
は
く
、
堂ど

う

頭
ち
ょ
う

に
と
ふ
て
み
ん
。
と
き
に
堂ど

う

頭ち
ょ
う

は
大だ

い

光こ
う

和お

尚
し
ょ
う

な
り
。
知し

客か

い
は
く
、
他た

無む

鼻び

孔く
う

、
對た

い

不ふ

得と
く

、
如に

ょ

何か

得と
く

知ち

。
ゆ
ゑ
に
光こ

う
ろ
う老

に
と
は
ず
。
恁い

ん

麼も

道ど
う

取し
ゅ

す
れ
ど
も
、
桂け

い

兄ひ
ん

も

會え

す
べ
か
ら
ず
。
聞も

ん
せ
つ説

す
る
皮ひ

袋た
い

も
道ど

う

取し
ゅ

せ
る
な
し
。
前ぜ

ん

後ご

の
粥

し
ゅ
く

飯は
ん

頭と
う

、
み
る
に
あ
や
し
ま
ず
、
あ
ら
た
め
な
を
さ
ず
。
ま
た
、
畫が

す
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る
こ
と
う
べ
か
ら
ざ
ら
ん
法ほ

う

は
、
す
べ
て
畫が

せ
ざ
る
べ
し
。
畫が

す
べ
く
は
端た

ん

直じ
き

に
畫が

す
べ
し
。
し
か
あ
る
に
、
身し

ん

現げ
ん

の
圓え

ん

月げ
つ

相そ
う

な
る
、
か

つ
て
畫が

せ
る
な
き
な
り
。

　

お
ほ
よ
そ
、
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

は
い
ま
の
慮り

ょ

知ち

念ね
ん

覺が
く

な
ら
ん
と
見け

ん

解げ

す
る
こ
と
さ
め
ざ
る
に
よ
り
て
、
有う

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
道ど

う

に
も
、
無む

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
道ど

う

に
も
、

通つ
う
だ
つ逹

の
端た

ん

を
失し

っ

せ
る
が
ご
と
く
な
り
、
道ど

う
し
ゅ取

す
べ
き
と
學が

く

習
し
ゅ
う

す
る
も
ま
れ
な
り
。
し
る
べ
し
、
こ
の
疎そ

怠た
い

は
廢は

い

せ
る
に
よ
り
て
な
り
。

諸し
ょ

方ほ
う

の
粥

し
ゅ
く

飯は
ん

頭と
う

、
す
べ
て
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

と
い
ふ
道ど

う

得と
く

を
、
一い

っ

生
し
ょ
う

い
は
ず
し
て
や
み
ぬ
る
も
あ
る
な
り
。
あ
る
ひ
は
い
ふ
、
聽

ち
ょ
う

教
き
ょ
う

の
と
も
が
ら

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

を
談だ

ん

ず
、
參さ

ん

禪ぜ
ん

の
雲う

ん
の
う衲

は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
の
や
か
ら
は
、
眞し

ん

箇こ

是し

畜ち
く

生
し
ょ
う

な
り
。
な
に
と
い
ふ
魔ま

黨と
う

の
、
わ
が
佛ぶ

つ

如に
ょ

來ら
い

の
道ど

う

に
ま
じ
は
り
け
が
さ
ん
と
す
る
ぞ
。
聽

ち
ょ
う

教
き
ょ
う

と
い
ふ
こ
と
の
佛ぶ

つ

道ど
う

に
あ
る
か
、
參さ

ん

禪ぜ
ん

と
い
ふ
こ
と
の
佛ぶ

つ

道ど
う

に
あ
る
か
。
い
ま
だ

聽ち
ょ
う

教
き
ょ
う

・
參さ

ん

禪ぜ
ん

と
い
ふ
こ
と
、
佛ぶ

つ

道ど
う

に
は
な
し
と
し
る
べ
し
。

※
当
号
検
討
分
の
資
料
作
成
担
当
者
は
菅
野
優
子
（
博
士
後
期
課
程
三
年
）
で
あ
る
（
所
属
・
課
程
年
次
は
本
稿
提
出
当
時
の
も
の
）
。

　

な
お
本
稿
は
、
右
記
の
資
料
作
成
者
に
、
左
記
の
ゼ
ミ
の
参
加
者
を
加
え
て
検
討
し
た
共
同
研
究
で
あ
る
。

　

秋
津
秀
彰
（
曹
洞
宗
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）
、
横
山
龍
顯
（
愛
知
学
院
大
学
専
任
講
師
）
、
藤
川
直
子
（
駒
澤
大
学
禅
研
究
所
研
修
員
）
、

本
山
水
悠
（
修
士
課
程
二
年
）
、
松
田
薫
・
諏
訪
陽
円
（
修
士
課
程
一
年
）
、
阿
部
伸
二
・
玉
井
宏
道
・
吉
田
裕
・
福
士
修
成
（
順
不
同
・

敬
称
略
）
。
ま
た
、
本
稿
を
作
成
す
る
に
際
し
て
の
ゼ
ミ
は
、
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
モ
ー
ト
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
実
施
さ
れ
た
。
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七
二

　

予よ

、
雲う

ん
ゆ
う遊

の
そ
の
か
み
、
大だ

い

宋そ
う

國こ
く

に
い
た
る
。
嘉か

定て
い

十
六
年ね

ん

癸き

び未
秋あ

き

の
こ
ろ
、
は
じ

め
て
阿あ

育い
く

王お
う

山ざ
ん

廣こ
う

利り

禪＊
ぜ
ん

寺＊じ

に
い
た
る
。
西せ

い
ろ
う
へ
き
か
ん

廊＊

壁
閒
に
、
西さ

い

天て
ん

東と
う

地ち

三
十
三
祖そ

の
變＊

へ
ん
そ
う相

を
畫が

せ
る
を
み
る
。
こ
の
と
き
領

り
ょ
う

覽ら
ん

な
し
。
の
ち
に
寚＊

ほ
う
き
ょ
う慶

元が
ん
ね
ん年

乙い
つ
ゆ
う酉

夏げ

安あ
ん

居ご

の
な
か

に
か
さ
ね
て
い
た
る
に
、
西せ

い

蜀
し
ょ
く

の
成

じ
ょ
う

桂け
い

知し

か客
と
廊ろ

う

下か

を
行

ぎ
ょ
う

歩ほ

す
る
つ
い
で
に
、
予よ

、

知し

か客
に
と＊

ふ
、
這し

ゃ

箇＊こ

是ぜ

什
じ
ゅ
う

麼＊も

變へ
ん

相そ
う

。
知＊し

客か

い＊

は
く
、
龍

り
ゅ
う

樹じ
ゅ

身し
ん

現げ
ん

圓＊
え
ん

月げ
つ

相そ
う

。
か
く
道ど

う
し
ゅ取

す
る
顏が

ん

色し
き

に
鼻び

孔く
う

な
し
、
聲＊

し
ょ
う

裏り

に
語ご

句く

な
し
。
予よ

い
は
く
、
眞し

ん

箇こ

是し

一い
ち

枚ま
い

畫が

餅
び
ょ
う

相そ
う

似じ

。
と
き
に
知し

客か

大た
い

笑
し
ょ
う

す
と
い
へ＊

ど
も
、
笑

し
ょ
う

裏り

無む

刀と
う

、
破は

畫が

餅
び
ょ
う

不ふ

得と
く

な
り
。
す
な

は
ち
知し

客か

と
予＊よ

と
、
舎し

ゃ

利り

殿で
ん

お＊

よ
び
六ろ

く

殊し
ゅ

勝
し
ょ
う

地ち

等＊
と
う

に
い
た
る
あ
ひ＊

だ
、
數す

番ば
ん

擧＊こ

揚よ
う

す

れ
ど
も
、
疑ぎ

著
じ
ゃ
く

す
る
に
も
お
よ
ば
ず
。
お
の
づ
か
ら
下あ

語ぎ
ょ

す
る
僧そ

う
り
ょ侶

も
、
お
ほ
く
都と

不ふ

是ぜ

な
り
。
予よ

い
は
く
、
堂ど

う

頭
ち
ょ
う

に
と
ふ
て
み
ん
。
と
き
に
堂ど

う

頭
ち
ょ
う

は
大だ

い

光こ
う

和お

尚
し
ょ
う

な
り
。

知し

客か

い
は
く
、
他た

無む

鼻び

孔く
う

、
對た

い

不ふ

得＊
と
く

、
如に

ょ

何か

得と
く

知ち

。
ゆ
ゑ＊

に
光こ

う
ろ
う老

に
と
は
ず
。
恁い

ん

麼＊も

道ど
う

取し
ゅ

す
れ
ど
も
、
桂け

い

兄ひ
ん

も
會え

す
べ
か
ら
ず
。
聞も

ん
せ
つ説

す
る
皮ひ

袋た
い

も
道ど

う

取し
ゅ

せ
る
な
し
。
前ぜ

ん

後ご

の

粥し
ゅ
く

飯は
ん

頭と
う

、
み
る
に
あ
や
し
ま
ず
、
あ
ら
た
め
な
を
さ
ず
。
ま＊

た
、
畫が

す
る
こ
と
う
べ

禪
―
禅
（
乾
）
（
正
）

寺
―
師
（
玉
）

廊
―
下
、
「
ノ
」
ア
リ
（
懐
）
（
瑠
）

變
―
変
（
乾
）
（
瑠
）
、
（
長
）
（
玉
）
、
以
下
略

寚
―
寶
（
懐
）（
乾
）（
正
）（
龍
）（
瑠
）（
長
）（
徳
）
、
寳
（
玉
）

と
ふ
―
問
（
瑠
）
、
以
下
略

箇
―
ケ
（
懐
）
（
龍
）
（
正
）
（
瑠
）
、
以
下
略

麼
―
广
（
乾
）
、
以
下
略

知
客
―
ナ
シ
（
瑠
）

い
は
く
―
曰
（
瑠
）
、
以
下
略

圓
―
円
（
乾
）
、
以
下
略

聲
―
声
（
長
）
（
玉
）

へ
―
ゑ
（
瑠
）

予
と
―
ナ
シ
（
長
）
（
玉
）
（
徳
）

お
―
を
（
瑠
）
、
以
下
略

等
―
寺
（
乾
）

ひ
―
い
（
乾
）
（
瑠
）

擧
―
挙
（
乾
）
（
正
）

得
―
下
、
「
如
何
得
」
ナ
シ
（
右
、
「
如
得
」
ア
リ
）

ゑ
―
へ
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
長
）
（
玉
）　

麼
―
广
、
下
、
「
ニ
」
ア
リ
（
龍
）

ま
た
―
ナ
シ
（
乾
）
、
又
（
懐
）（
正
）（
龍
）（
瑠
）（
長
）（
玉
）（
徳
）
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七
三

か
ら
ざ
ら＊

ん
法ほ

う

は
、
す
べ
て
畫が

せ
ざ
る
べ
し
。
畫が

す
べ
く
は
端た

ん

直じ
き

に
畫が

す
べ
し
。
し
か

あ＊

る
に
、
身し

ん

現げ
ん

の
圓＊

え
ん

月げ
つ

相そ
う

な
る
、
か
つ
て
畫が

せ＊

る
な
き
な
り
。

　

お
ほ
よ
そ
、
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

は
い
ま
の
慮り

ょ

知ち

念ね
ん

覺＊
が
く

な
ら
ん
と
見け

ん

解げ

す
る
こ
と
さ
め
ざ
る
に
よ

り
て
、
有う

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
道ど

う

に
も
、
無む

佛ぶ
っ

性
し
ょ
う

の
道ど

う

に
も
、
通つ

う
だ
つ逹

の
端た

ん

を
失し

っ

せ
る
が
ご
と
く

な
り
、
道ど

う
し
ゅ取

す
べ
き
と
學＊

が
く

習
し
ゅ
う

す
る
も
ま
れ
な
り
。
し
る
べ
し
、
こ
の
疎そ

怠た
い

は＊

廢＊
は
い

せ
る

に
よ
り
て
な
り
。
諸し

ょ

方ほ
う

の
粥

し
ゅ
く

飯は
ん

頭と
う

、
す
べ
て
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

と
い
ふ
道ど

う

得と
く

を
、
一い

っ

生
し
ょ
う

い
は
ず

し
て
や
み
ぬ
る
も
あ
る
な
り
。
あ
る
ひ
は

＊

＊

い
ふ
、
聽＊

ち
ょ
う

教
き
ょ
う

の
と
も
が
ら
佛ぶ

っ

性
し
ょ
う

を
談だ

ん

ず
、

參さ
ん

禪ぜ
ん

の
雲う

ん
の
う衲

は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
の
や
か
ら
は
、
眞し

ん

箇こ

是し

畜ち
く

生
し
ょ
う

な
り
。

な
に
と
い
ふ
魔ま

黨＊
と
う

の
、
わ
が
佛ぶ

つ

如に
ょ

來＊
ら
い

の
道ど

う

に
ま
じ
は
り
け
が
さ
ん
と
す
る
ぞ＊

。
聽

ち
ょ
う

教
き
ょ
う

と
い
ふ＊

こ
と
の
佛ぶ

つ

道ど
う

に
あ
る
か
、
參さ

ん

禪ぜ
ん

と
い＊

ふ
こ
と
の
佛ぶ

つ

道ど
う

に
あ
る
か
。
い
ま
だ

聽
ち
ょ
う

教き
ょ
う

・
參さ

ん

禪ぜ
ん

と
い
ふ
こ
と
、
佛ぶ

つ

道ど
う

に
は
な
し
と
し
る
べ
し
。

※
懐
奘
書
写
本
の
書
き
改
め
ナ
シ
。

ら
―
ナ
シ
（
玉
）

あ
―
ナ
シ
（
瑠
）

圓
―
圖
（
玉
）

せ
―
ナ
シ
（
玉
）

覺
―
覚
（
乾
）
（
正
）

學
―
学
（
乾
）
（
正
）

は
―
わ
（
長
）

廢
―
癈
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
瑠
）

ひ
―
い
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
瑠
）
（
長
）
（
玉
）　
　

は
―
わ
（
瑠
）

聽
―
聴
（
乾
）
（
正
）
（
長
）
以
下
略

黨
―
儻
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
瑠
）
（
長
）
（
玉
）
（
徳
）

來
―
来
（
懐
）
（
乾
）
（
正
）
（
龍
）
（
瑠
）
（
長
）

ぞ
―
に
（
瑠
）

ふ
―
う
（
瑠
）

い
ふ
―
ゆ
う
（
瑠
）
、
以
下
略



『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
訳
註
（
七
）
（
角
田
）

七
四

【
語
註
】

雲
遊
…
雲
が
風
の
ま
ま
に
流
れ
る
ご
と
く
、
諸
方
に
参
学
往
来
す
る
こ
と
。
行
脚
。
嘉
定
十
六
年
癸
未
…
一
二
二
三
年
。
和
暦
貞
応
二
年
。

道
元
禅
師
は
、
こ
の
年
に
明
全
（
一
一
八
四
～
一
二
二
五
）
と
共
に
入
宋
し
て
い
る
。
瑞
長
本
『
建
撕
記
』
に
は
、
「
渡
宋
、
御
歳
二
十
四

歳
、
建
仁
二
代
和
尚
同
船
ア
リ
」
（
河
村
孝
道
『
諸
本
対
校
永
平
開
山
道
元
禅
師
行
状
建
撕
記
』
、
大
修
館
書
店
、
一
九
七
五
年
四
月
、
一
二

頁
）
と
あ
る
。
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
…
中
国
、
浙
江
省
東
部
寧
波
市
鄞
州
宝
幢
鎮
の
山
中
に
所
在
す
る
。
阿
育
王
寺
と
も
。
中
国
宋
代
五
山

の
第
五
位
。
太
康
二
年
（
二
八
一
）
に
、
西
晋
の
慧
達
（
俗
名
劉
薩
可
）
が
、
阿
育
王
の
建
立
し
た
舎
利
塔
を
発
見
し
た
と
す
る
地
を
阿
育

王
山
と
称
す
よ
う
に
な
り
、
そ
こ
に
所
在
す
る
寺
。
西
天
東
地
三
十
三
祖
…
摩
訶
迦
葉
か
ら
慧
能
ま
で
の
三
十
三
祖
。
西
天
（
イ
ン
ド
）
の

二
十
八
祖
と
東
地
（
中
国
）
の
六
祖
を
合
わ
せ
て
三
十
三
祖
と
し
た
説
。
三
十
三
祖
と
な
る
の
は
、
西
天
の
二
十
八
祖
と
、
東
地
の
初
祖
で

あ
る
菩
提
達
磨
が
重
複
す
る
た
め
。
変
相
…
変
相
図
の
こ
と
。
経
典
に
説
か
れ
る
説
話
を
図
（
絵
画
）
に
描
い
た
も
の
（
『
禅
学
』
一
一
一
五
頁
）

領
覧
…
心
に
し
っ
か
り
と
明
ら
か
に
す
る
こ
と
・
領
得
・
領
解
（
『
禅
学
』
一
二
九
〇
頁
）
。
「
覧
」
は
「
攬
」
に
通
じ
て
、
し
か
と
と
ら
え

る
義
（
『
禅
語
』
四
七
七
頁
）
。
こ
こ
で
の
「
領
覧
な
し
」
と
は
、
特
に
気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
こ
と
。
宝
慶
元
年
乙
酉
…
一
二
二
五

年
。
和
暦
嘉
禄
元
年
。
宝
慶
は
、
南
宋
の
理
宗
代
の
年
号
。
知
客
…
六
頭
首
の
一
。
衆
僧
を
統
理
し
、
禅
寺
に
来
訪
す
る
客
の
送
迎
や
接
待

を
司
る
役
職
。
顔
色
に
鼻
孔
な
し
…
鼻
孔
は
鼻
の
こ
と
。
鼻
は
顔
の
中
央
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
肝
要
な
も
の
の
意
に
用
い
ら
れ
る
。
本
来
の

面
目
の
こ
と
。
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」
八
六
頁
参
照
。
こ
こ
で
「
顔
色
に
鼻
孔
な
し
」
と
は
変
相
（
身
現
円
月
相
）
の
意
味
す
る
も
の
が
何
も

わ
か
っ
て
い
る
面
影
（
様
子
）
が
な
か
っ
た
こ
と
。
声
裏
に
語
句
な
し
…
「
声
裏
」
は
声
の
中
の
意
。
こ
こ
で
「
声
裏
に
語
句
な
し
」
と
は
、

何
も
言
葉
が
な
か
っ
た
と
い
う
意
。
あ
る
い
は
語
っ
た
言
葉
に
変
相
の
意
味
が
わ
か
っ
て
い
る
様
子
が
な
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。
真
箇
是
一

枚
画
餅
相
似
（
真
箇
是
、
一
枚
の
画
餅
に
相
似
せ
り
）
…
「
真
箇
」
は
「
ま
こ
と
」
の
意
。
こ
こ
で
は
、
「
ま
こ
と
に
、
一
枚
の
画
餅
の
よ

う
で
す
ね
」
の
意
。
笑
裏
無
刀
、
破
画
餅
不
得
（
笑
裏
に
刀
無
く
、
画
餅
を
破
す
る
こ
と
得
ず
）
…
こ
こ
で
は
、
「
笑
い
の
中
に
鋭
い
も
の

が
な
く
、
画
餅
を
見
破
る
力
は
な
か
っ
た
」
の
意
と
し
た
。
「
笑
裏
無0

刀
」
は
、
「
笑
裏
有0

刀
」
（
表
面
は
温
和
な
笑
顔
の
中
に
も
、
実
は
そ

の
裏
に
厳
格
で
人
を
殺
活
す
る
こ
と
自
在
な
利
刀
〈
機
用
〉
を
も
っ
て
い
る
こ
と
）
の
逆
の
意
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
真
字
『
正
法
眼
蔵
』

中
巻
、
五
十
七
則
に
は
、
「
潙
山
元
来
笑
裏
有
刀
（
潙
山
、
元
来
、
笑
裏
に
刀
有
り
）
」
（
『
春
秋
社
本
』
五
・
二
〇
八
頁
、
出
典
は
『
宏
智
広

録
』
二
、
頌
古
八
十
七
則
〈
桜
井
秀
雄
・
石
井
修
道
『
禅
籍
善
本
古
注
集
成
宏
智
録
』
上
、
名
著
普
及
会
、
一
九
八
四
年
五
月
、
一
一
四
頁
〉
）

と
あ
る
。
六
殊
勝
地
…
『
宝
慶
四
明
志
』
十
三
に
は
、
「
紹
熙
庚
戌
・
癸
丑
両
、
召
対
重
華
宮
、
寧
宗
皇
帝
又
御
書
孤
雲
及
六
殊
勝
地
与
仏



『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
訳
註
（
七
）
（
角
田
）

七
五

照
庵
字
、
賜
僧
道
権
（
紹
熙
庚
戌
・
癸
丑
の
両
、
重
華
宮
に
召
対
し
、
寧
宗
皇
帝
、
又
た
御
書
孤
雲
、
及
び
六
殊
勝
地
と
仏
照
庵
の
字
を
、

僧
道
権
に
賜
ふ
）
」
（
『
宋
元
地
方
志
叢
書
』
八
、
大
化
書
局
、
一
九
八
〇
年
一
月
、
五
二
四
九
頁
）
と
あ
り
、
紹
煕
元
年
（
一
一
九
〇
）
、
紹

煕
三
年
（
一
一
九
三
）
の
二
回
、
重
華
宮
に
召
し
、
寧
宗
よ
り
「
孤
雲
」
の
御
書
と
「
六
殊
勝
地
」
・
「
仏
照
庵
」
の
字
を
僧
道
権
に
与
え
た

と
あ
る
（
鈴
木
哲
雄
『
中
国
禅
宗
寺
名
山
名
辞
典
』
、
山
喜
房
仏
書
林
、
二
〇
〇
六
年
十
月
、
二
頁
参
照
）
。
た
だ
し
こ
こ
で
は
、
具
体
的
な

場
所
や
建
物
等
に
対
し
て
名
前
を
付
し
た
と
い
う
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
中
世
古
祥
道
氏
は
『
新
道
元
禅
師
伝
研
究
』
（
国
書
刊
行
会
、

二
〇
〇
二
年
五
月
）
に
お
い
て
、
従
来
の
「
六
箇
所
の
名
所
」
の
よ
う
な
解
釈
に
対
し
て
、
「
六
つ
の
条
件
を
備
え
る
一
地
だ
っ
た
と
解
す

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
阿
育
王
山
の
舎
利
湧
出
と
い
わ
れ
る
地
」
と
解
釈
す
る
方
が
良
い
と
し
て
お
り
（
一
〇
五
～
一
〇
七
頁
）
、
本
稿
で

は
後
者
の
説
を
取
る
。
挙
揚
…
「
挙
」
・
「
揚
」
は
、
と
も
に
「
あ
げ
る
こ
と
」
の
意
。
仏
法
を
宣
揚
し
て
、
人
を
導
く
こ
と
。
こ
こ
で
は
、

円
月
相
に
つ
い
て
話
が
挙
が
っ
た
こ
と
。
疑
著
…
①
相
手
を
た
だ
者
で
は
な
い
と
思
う
こ
と
（
『
禅
学
』
一
九
五
頁
）
②
疑
う
こ
と
。
「
著
」

は
動
詞
の
後
に
つ
い
て
そ
の
動
作
の
完
成
を
示
す
助
詞
。
こ
こ
で
は
、
「
疑
う
こ
と
」
の
意
。
知
客
が
龍
樹
身
現
円
月
相
の
変
相
に
つ
い
て

何
も
疑
っ
て
お
ら
ず
、
問
題
意
識
さ
え
持
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
言
う
。
下
語
…
①
師
家
が
学
人
の
た
め
に
示
す
語
。
②
学
人
が
師
家
に

対
し
て
自
己
の
見
解
を
述
べ
る
こ
と
。
③
広
く
著
語
や
一
転
語
を
示
す
こ
と
を
い
う
（
『
禅
学
』
四
頁
）
。
こ
こ
で
は
、
周
囲
に
い
た
僧
侶
が

そ
れ
ぞ
れ
見
解
を
述
べ
た
が
、
皆
な
正
し
い
見
解
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
い
う
。
都
不
是
…
全
て
正
し
く
な
い
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
「
ほ
と

ん
ど
全
て
が
だ
め
で
あ
っ
た
」
と
し
た
。
堂
頭
…
禅
宗
で
一
寺
の
住
持
の
こ
と
。
住
職
。
大
光
和
尚
…
阿
育
王
寺
の
三
十
二
世
。
生
没
年
不

詳
。
古
来
よ
り
事
跡
が
定
か
で
な
い
が
、
佐
藤
秀
孝
氏
は
「
笑
庵
了
悟
と
晦
巌
大
光
―
道
元
が
在
宋
中
に
参
学
し
た
阿
育
王
山
の
大
光
長
老

を
め
ぐ
っ
て
―
」
（
『
駒
澤
大
学
仏
教
学
部
研
究
紀
要
』
第
七
十
三
号
、
二
〇
一
五
年
三
月
）
に
お
い
て
、「
臨
済
宗
虎
丘
派
の
笑
庵
了
悟
（
？

～
一
二
〇
三
？
）
の
法
を
継
い
だ
、
晦
岩
大
光
「
な
い
し
」
晦
巌
大
光
と
い
う
名
の
禅
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
実
に
天
童
山
の
密
庵

咸
傑
（
中
峰
、
一
一
一
八
─
一
一
八
六
）
の
法
孫
に
当
た
っ
て
い
る
」
（
三
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
『
宝
慶
記
』
に
は
「
拝
問
。
先

日
謁
育
王
山
長
老
大
光
之
時
、
聊
難
問
次
、
大
光
曰
、
仏
祖
道
与
教
家
談
、
水
火
也
。
天
地
懸
隔
。
若
同
教
家
之
所
談
者
、
永
非
祖
師
之
家

風
。
今
大
光
道
、
是
耶
、
非
耶
（
拝
問
す
、
先
日
、
育
王
山
長
老
大
光
に
謁
し
た
り
し
時
、
聊
か
難
問
の
次
で
に
、
大
光
曰
く
、
「
仏
祖
の

道
と
教
家
の
談
と
、
水
火
な
り
。
天
地
懸
隔
す
。
若
し
教
家
の
所
談
に
同
ず
れ
ば
、
永
く
祖
師
の
家
風
に
非
ず
」
と
。
今
大
光
の
道
、
是
な

り
や
、
非
な
り
や
）
」
（
『
大
久
保
本
』
三
七
九
頁
）
と
あ
り
、
道
元
禅
師
が
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
訪
れ
た
時
の
住
職
が
、
長
老
大
光
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
他
無
鼻
孔
、
対
不
得
、
如
何
得
知
…
他
（
か
れ
）
に
鼻
孔
無
し
、
対
（
こ
た
）
う
る
こ
と
を
得
じ
、
如
何
（
い



『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
訳
註
（
七
）
（
角
田
）

七
六

か
ん
）
が
知
る
こ
と
を
得
ん
。
「
あ
の
人
は
、
仏
法
が
分
か
っ
て
い
な
い
、
答
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
し
、
何
も
知
っ
て
い
な
い
だ
ろ
う
」

の
意
。
桂
兄
…
成
桂
知
客
の
こ
と
。
「
兄
」
は
親
し
い
先
輩
や
友
人
の
名
な
ど
に
付
け
て
、
敬
意
を
表
す
語
。
皮
袋
…
人
間
の
こ
と
。
「
仏
性

訳
註
（
六
）
」
六
頁
【
語
註
】
参
照
。
粥
飯
頭
…
禅
宗
寺
院
の
住
持
。
住
職
。
住
持
は
粥
飯
の
と
き
、
最
上
位
に
就
く
こ
と
か
ら
住
持
の
こ

と
を
い
う
。
『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
下

」
巻
に
、「
某
甲
そ
の
か
み
径
山
に
掛
錫
す
る
に
、
光
仏
照
そ
の
と
き
の
粥
飯
頭
な
り
き
」
（
一
五
八
頁
）

と
あ
る
。
ま
た
『
圜
悟
録
』
十
四
に
「
由
是
叢
林
、
呼
長
老
為
粥
飯
頭
（
是
に
由
て
叢
林
、
長（

住
職
）老

を
呼
ん
で
粥
飯
頭
と
為
す
）
」
（
『
大
正
蔵
』

四
十
七
・
七
八
八
頁
下
段
）
と
あ
り
。
端
直
…
「
仏
性
訳
註
（
六
）
」
一
七
頁
【
語
註
】
参
照
。
こ
こ
で
は
、
龍
樹
が
坐
禅
を
し
て
い
る
相
の

こ
と
を
言
う
か
。
慮
知
念
覚
…
慮
知
は｢

思
慮
分
別
」
、
念
は
「
観
念
」
、
覚
は
「
覚
知
」
。
日
常
の
心
の
あ
ら
ゆ
る
働
き
を
示
す
言
葉
。
こ

の
一
節
は
「
仏
性
は
覚
知
・
覚
了
に
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（
一
六
頁
）
と
同
意
。
ま
た
「
仏
性
訳
註
（
一
）
」
一
〇
二
頁
【
解
説
】
参
照
。
疎
怠

…
疎
か
に
し
て
怠
け
る
こ
と
。
怠
慢
。
聴
教
…
教
法
を
聴
聞
す
る
こ
と
。
こ
こ
で
は
教
学
の
徒
（
文
字
に
拘
泥
す
る
依
文
解
義
の
輩
）
の
こ

と
か
。
反
対
語
は
「
参
禅
」
（
『
禅
学
』
八
五
九
頁
）
雲
衲
…
参
禅
行
脚
僧
の
事
。
雲
水
。
魔
黨
…
天
魔
・
悪
魔
の
仲
間
。
仏
道
を
妨
げ
る
も

の
を
云
う
（
『
中
村
仏
教
』
一
二
八
一
頁
）
。

【
直
訳
】

　

私
は
、
雲
遊
の
当
時
、
大
宋
国
に
行
っ
た
。
嘉
定
十
六
年
癸
未
秋
の
こ
ろ
、
は
じ
め
て
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
に
行
っ
た
。
西
廊
の
壁
間
に
、

西
天
東
地
三
十
三
祖
の
変
相
が
画
い
て
あ
る
の
を
見
た
。
こ
の
と
き
は
、
特
に
気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
の
ち
に
宝
慶
元
年
乙
酉
夏

安
居
の
間
に
再
び
行
っ
た
が
、
西
蜀
の
成
桂
知
客
と
廊
下
を
行
歩
す
る
折
り
に
、
私
は
、
知
客
に
た
ず
ね
た
、
「
こ
れ
は
何
の
変
相
図
か
」
。

知
客
は
言
っ
た
、
「
龍
樹
の
身
現
円
月
相
で
あ
る
」
。
そ
の
よ
う
に
言
う
顔
つ
き
に
鼻
孔
が
な
く
、
声
の
中
に
言
葉
は
な
か
っ
た
。
私
は
言
っ

た
、「
ま
こ
と
に
、
一
枚
の
画
餅
の
よ
う
で
す
ね
」
。
こ
の
と
き
に
知
客
は
、
大
笑
い
し
た
が
、
笑
い
の
中
に
刀
の
よ
う
に
鋭
い
も
の
が
な
く
、

画
餅
（
円
月
相
）
を
見
破
る
力
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
か
ら
知
客
と
私
は
、
「
舎
利
殿
」
や
「
六
殊
勝
地
」
等
に
行
く
間
、
何
度
か
〈
龍
樹
の

変
相
に
つ
い
て
〉
話
を
し
た
が
、
疑
う
様
子
も
な
か
っ
た
。
自
分
か
ら
意
見
を
の
べ
る
僧
侶
も
、
皆
な
正
し
い
見
解
で
は
な
か
っ
た
。
私
は

言
っ
た
、
「
堂
頭
に
た
ず
ね
て
み
よ
う
」
。
こ
の
と
き
の
堂
頭
は
大
光
和
尚
で
あ
っ
た
。
知
客
が
言
っ
た
、
「
あ
の
人
は
、
鼻
孔
が
な
い
か
ら
、

答
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
何
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
」
。
よ
っ
て
大
光
和
尚
に
は
た
ず
ね
な
か
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
言
っ
て
い
た
が
、
成
桂
知

客
も
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た
。
聞
い
て
い
た
人
も
何
も
言
う
も
の
は
い
な
か
っ
た
。
前
後
の
住
職
も
、
見
て
も
あ
や
し
ま
ず
、
あ
ら
た
め
な
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お
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、
画
く
こ
と
が
で
き
な
い
法
は
、
け
っ
し
て
画
け
な
い
だ
ろ
う
。
書
く
べ
き
で
あ
る
な
ら
ば
端
直
に
書
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
る
の
に
、
身
現
が
円
月
相
で
あ
る
こ
と
を
、
か
つ
て
画
い
た
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
仏
性
は
今
の
慮
知
念
覚
で
あ
ろ
う
と
見
解
す
る
こ
と
か
ら
目
覚
め
な
い
の
で
、
「
有
仏
性
」
の
言
葉
に
も
、
「
無
仏
性
」
の
言

葉
に
も
、
通
逹
す
る
端
緒
を
な
く
し
て
い
る
よ
う
で
あ
り
、
〈
仏
性
と
い
う
言
葉
を
〉
道
取
し
な
け
れ
ば
ば
な
ら
な
い
と
学
習
す
る
者
も
ま

れ
で
あ
る
。
し
る
べ
き
で
あ
る
、
こ
の
疎
か
な
怠
慢
は
、
〈
仏
道
が
〉
廃
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
諸
方
の
住
職
は
、
全
く
仏
性
と
い
う
道

得
を
、
一
生
言
わ
な
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
。
あ
る
人
は
い
う
、
「
聴
教
の
人
た
ち
は
仏
性
を
談
ず
る
が
、
参
禅
の
雲
衲
は
言
う

べ
き
で
は
な
い
」
と
。
こ
の
よ
う
に
言
う
や
か
ら
は
、
ほ
ん
と
う
に
畜
生
で
あ
る
。
な
ん
と
い
う
天
魔
、
悪
魔
ど
も
が
、
わ
が
仏
如
来
の
道

に
交
わ
り
汚
そ
う
と
す
る
の
か
。
聴
教
と
い
う
こ
と
が
仏
道
に
あ
る
か
、
参
禅
と
い
う
こ
と
が
仏
道
に
あ
る
か
。
い
ま
だ
聴
教
・
参
禅
と
い

う
こ
と
は
、
仏
道
に
は
な
い
と
知
り
な
さ
い
。

【
現
代
語
訳
】

　

私
は
、
行
脚
し
て
い
た
当
時
、
大
宋
国
に
行
っ
た
。
嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）

癸
み
ず
の
と

未
ひ
つ
じ

の
秋
の
こ
ろ
、
は
じ
め
て
阿
育
王
山
広
利
禅

寺
に
行
っ
た
。
本
堂
の
西
の
廊
下
の
壁
に
イ
ン
ド
と
中
国
の
三
十
三
祖
が
様
々
な
姿
で
画
か
れ
て
い
る
の
を
見
た
。
こ
の
と
き
は
、
特
に
気

に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
の
ち
、
宝
慶
元
年
（
一
二
二
五
）
乙

き
の
と

酉と
り

の
年
の
夏
安
居
の
期
間
中
に
再
び
行
っ
た
が
、
四
川
省
出
身

の
成
桂
と
い
う
知し

か客
と
廊
下
を
歩
い
て
行
く
折
り
に
、
私
は
、
知
客
に
尋
ね
た
、
「
こ
れ
は
ど
な
た
の
お
姿
を
画
い
た
も
の
で
す
か
」
。
知
客

は
言
っ
た
、
「
龍
樹
の
身
現
円
月
相
で
す
」
。
こ
の
よ
う
に
言
う
知
客
の
顔
つ
き
に
は
、
龍
樹
の
身
現
円
月
相
の
意
味
す
る
も
の
が
何
も
わ
か

っ
て
い
る
面
影
（
様
子
）
は
な
く
、
〈
「
龍
樹
身
現
円
月
相
」
と
い
う
以
外
に
〉
何
も
言
葉
が
な
か
っ
た
。
私
は
言
っ
た
、
「
ほ
ん
と
う
に
、

円
い
お
餅
の
よ
う
で
す
ね
」
と
。
そ
の
と
き
知
客
は
大
声
を
挙
げ
て
笑
っ
た
が
、
龍
樹
の
身
現
円
月
相
を
見
破
る
力
は
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
知
客
と
私
は
、
「
舎
利
殿
」
や
「
六
殊
勝
地
」
等
に
行
く
間
に
、
何
度
か
〈
龍
樹
の
身
現
円
月
相
に
つ
い
て
〉
話
題
に
な
っ
た
が
、

疑
問
に
思
う
気
配
も
な
か
っ
た
。
自
分
か
ら
意
見
を
の
べ
る
僧
侶
も
、
皆
な
ま
と
も
な
見
解
で
は
な
か
っ
た
。
私
は
「
住
職
に
た
ず
ね
て
み

よ
う
」
と
言
っ
た
。
こ
の
と
き
の
阿
育
王
山
の
住
職
は
大
光
和
尚
で
あ
っ
た
。
知
客
は
言
っ
た
、
「
住
職
は
仏
法
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
、

答
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
何
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
」
。
よ
っ
て
大
光
和
尚
に
尋
ね
る
こ
と
は
し
な
か
っ
た
。
成
桂
は
そ
の
よ
う
に
（
住
職
は

わ
か
っ
て
い
な
い
と
）
言
っ
て
い
た
が
、
成
桂
自
身
も
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
だ
っ
た
。
こ
の
話
を
聞
い
て
い
た
人
た
ち
も
何
も
言
わ
な
か
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っ
た
。
阿
育
王
山
の
前
後
の
住
職
も
、
こ
の
龍
樹
の
身
現
円
月
相
を
み
て
も
不
思
議
に
思
わ
ず
、
書
き
あ
ら
た
め
直
さ
な
か
っ
た
。
ま
た
、

画
く
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
は
、け
っ
し
て
画
け
な
い
だ
ろ
う
。
〈
そ
れ
で
も
〉
画
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
端
的
に
そ
の
ま
ま
〈
龍

樹
が
坐
禅
を
し
て
い
る
姿
を
〉
画
く
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、〈
龍
樹
の
〉
身
現
（
あ
り
の
ま
ま
の
姿
＝
坐
禅
し
て
い
る
姿
）
が
そ
の
ま
ま
「
円

月
相
」
（
円
相
で
は
な
く
坐
禅
の
姿
）
で
あ
る
こ
と
を
、
か
つ
て
画
い
た
者
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
、
仏
性
と
い
う
も
の
は
〈
私
た
ち
の
〉
今
の
慮
知
念
覚
の
こ
と
を
言
う
の
で
あ
ろ
う
と
思
い
込
ん
で
い
る
の
で
、
「
有
仏
性
」

と
い
う
言
葉
に
も
、
「
無
仏
性
」
と
い
う
言
葉
に
も
、
正
し
く
会
得
す
る
す
る
手
掛
か
り
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
言
う

べ
き
で
あ
る
と
〈
思
っ
て
、
仏
性
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
〉
学
習
す
る
者
も
ま
れ
で
あ
る
。
知
る
べ
き
で
あ
る
、
こ
の
よ
う
に
〈
こ
の
仏
性

と
い
う
言
葉
を
〉
疎
か
に
し
て
〈
学
習
す
る
こ
と
を
〉
怠
っ
て
い
る
の
は
、
〈
仏
法
が
〉
廃
れ
衰
え
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
諸
方
の
禅

院
の
住
職
の
中
に
は
、
ま
っ
た
く
「
仏
性
」
と
い
う
道
得
を
一
生
言
わ
な
い
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
人
も
い
る
の
で
あ
る
。
あ
る
人
は
次
の

よ
う
に
言
う
、
「
聴
教
（
教
学
）
の
学
者
は
仏
性
を
語
る
が
、
参
禅
す
る
禅
者
は
言
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
。
こ
の
よ
う
に
言
う
者
た
ち
は
、

ま
こ
と
に
畜
生
と
同
じ
で
あ
る
。
な
ん
と
い
う
天
魔
、
悪
魔
ど
も
が
、
わ
が
仏
如
来
の
道
に
ま
ぎ
れ
こ
ん
で
、
汚
そ
う
と
す
る
の
か
。
「
聴
教
」

と
い
う
こ
と
が
仏
道
に
あ
る
の
か
、「
参
禅
」
と
い
う
こ
と
が
仏
道
に
あ
る
の
か
。
い
ま
だ
「
聴
教
」
だ
の
「
参
禅
」
だ
の
と
分
け
る
こ
と
は
、

仏
道
に
は
な
い
と
知
る
べ
き
で
あ
る
。

【
解
説
】

※
本
稿
で
は
、「
仏
性
訳
註
（
五
）
」・「
仏
性
訳
註
（
六
）
」
の
解
説
と
今
回
の
「
仏
性
訳
註
（
七
）
」
の
解
説
を
合
わ
せ
て
、「
龍
樹
身
現
円
月
相
」

（
以
下
、
「
身
現
円
月
相
」
）
の
段
全
体
の
解
説
を
記
載
す
る
。
尚
、
冒
頭
に
あ
る
「
身
現
円
月
相
」
の
引
用
文
（
漢
文
部
分
）
の
解
説
は
、

既
に
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」
に
記
載
さ
れ
て
お
り
、
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
便
宜
的
に
こ
れ
も
含
め
て
解
説
し
た
。
ま
た
解
説
の
対

象
と
な
る
本
文
は
、
「
・
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」
①
」
」
の
よ
う
な
形
で
表
記
し
、
全
文
は
本
稿
の
最
初
の
【
本
文
】
に
ま
と
め
て
掲
げ
た
。

・「
仏
性
訳
註
（
五
）」
①

　

こ
の
引
用
文
に
始
ま
る
「
身
現
円
月
相
」
の
段
（
「
本
山
版
」
の
お
よ
そ
八
丁
半
に
亘
る
部
分
）
は
、『
懐
奘
書
写
本
』
並
び
に
『
聞
書
抄
』

等
の
七
十
五
巻
本
系
諸
本
に
は
あ
る
が
、
六
十
巻
本
系
の
「
洞
雲
寺
本
」
お
よ
び
「
嘉
元
本
」
に
は
な
く
「
龍
樹
変
相
可
加
也
」
と
の
み
記
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載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
六
十
巻
本
系
の
「
瑠
璃
光
寺
本
」
で
は
、
こ
の
段
を
「
仏
性
・
下
」
と
し
て
、
奥
書
の
後
に
挿
入
し
て
い
る
。
そ

の
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、こ
こ
で
は
、「
身
現
円
月
相
」
段
は
当
初
は
存
在
せ
ず
、
後
に
加
え
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
を
、
奥
書
か
ら
推
定
す
る
。

そ
れ
に
際
し
て
、
諸
本
の
奥
書
を
挙
げ
る
と
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

・
七
十
五
巻
本
系
（
乾
坤
院
本
、
『
蒐
書
大
成
』
一
・
一
一
九
頁
）

爾
時
仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
在
雍
州
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
（
時
に
仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
雍
州
観
音
導
利
興
聖
宝
林

寺
に
在
り
て
示
衆
す
）
。

・
六
十
巻
本
系
（
洞
雲
寺
本
、
『
蒐
書
大
成
』
六
・
三
六
頁
）

（
最
初
に
乾
坤
院
本
と
同
じ
奥
書
を
記
す
）

于
時
弘
長
元
年
辛
酉
夏
安
居
日
、
在
越
州
吉
田
郡
吉
祥
山
永
平
寺
、
以
先
師
御
草
本
書
写
之
。
彼
本
、
所
ゝ
散
ゝ
、
或
書
消
、
或
書
入
、
或

被
書
直
。
仍
今
、
校
合
書
写
也
。
小
師
比
丘
懐
奘
（
時
に
弘
長
元
年
辛
酉
夏
安
居
日
、
越
州
吉
田
郡
吉
祥
山
永
平
寺
に
在
り
て
、
先
師
の
御

草
本
を
以
て
之
を
書
写
す
。
彼
の
本
、
所
々
散
々
、
或
い
は
書
き
消
し
、
或
い
は
書
き
入
れ
、
或
い
は
書
き
直
さ
る
。
仍
ち
今
、
校
合
し
書

写
す
る
な
り
。
小
師
比
丘
懐
奘
）

建
治
三
年
夏
安
居
日
、
書
写
之
。
寛
海
（
建
治
三
年
夏
安
居
日
、
之
を
書
写
す
。
寛
海
）
。

・
懐
奘
書
写
本
（
仁
治
四
年
懐
奘
書
写
時
、
『
道
元
禅
師
真
蹟
関
係
資
料
集
』
、
大
修
館
書
店
、
一
九
八
〇
年
十
一
月
、
六
九
〇
頁
）

仏
性　

仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
記
于
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
。
同
四
年
癸
卯
正
月
十
九
日
、
書
写
之
。
懐
奘
（
仏
性　

仁
治
二
年
辛

丑
十
月
十
四
日
、
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
で
記
す
。
同
四
年
癸
卯
正
月
十
九
日
、
之
を
書
写
す
。
懐
奘
）
。

・
懐
奘
書
写
本
（
正
嘉
二
年
修
正
記
入
後
）

正
法
眼
蔵
仏
性
第
三　

爾
時
仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
在
雍
州
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
示
衆
。
再
治
御
本
之
奥
書
也
。
正
嘉
二
年
戊
午

四
月
廿
五
日
、
以
再
治
御
本
交
（
校
）
合
了
（
正
法
眼
蔵
仏
性
第
三　

時
に
仁
治
二
年
辛
丑
十
月
十
四
日
、
雍
州
観
音
導
利
興
聖
宝
林
寺
に

在
り
て
示
衆
す
。
再
治
の
御
本
の
奥
書
な
り
。
正
嘉
二
年
戊
午
四
月
廿
五
日
、
再
治
の
御
本
を
以
て
交
合
し
了
わ
る
）
。

　

懐
奘
書
写
本
に
お
い
て
は
、
修
正
記
入
の
前
後
で
道
元
禅
師
の
奥
書
が
異
な
っ
て
い
る
。
ま
た
七
十
五
巻
本
・
六
十
巻
本
に
共
通
す
る
奥

書
は
、
修
正
記
入
後
の
奥
書
と
同
じ
で
あ
る
。

　

奥
書
か
ら
伺
え
る
、
書
写
の
前
後
関
係
を
整
理
し
て
み
る
と
、
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⑴
道
元
禅
師
が
仁
治
二
年
（
一
二
四
一
）
に
「
仏
性
」
を
「
書
」
す
、

⑵
懐
奘
が
仁
治
四
年
に
「
仏
性
」
を
「
記
」
す
、

⑶
正
嘉
二
年
（
一
二
五
八
）
に
「
再
治
御
本
」
に
基
づ
い
て
、
仁
治
四
年
書
写
本
に
修
正
を
記
入
す
る
、

⑷
弘
長
元
年
（
一
二
六
一
）
に
「
先
師
御
草
本
」
を
「
校
合
書
写
」
す
る
、
と
な
る
。

　

⑵
⑶
⑷
の
書
写
原
本
に
つ
い
て
、
少
な
く
と
も
、
奥
書
の
「
先
師
御
草
本
」
と
「
再
治
御
本
」
と
い
う
、
書
写
原
本
を
示
す
表
記
の
相
違
、

ま
た
本
連
載
の
校
異
で
挙
げ
て
き
た
通
り
、
七
十
五
巻
本
系
と
六
十
巻
本
系
に
は
本
文
が
相
違
す
る
箇
所
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
⑶
と
⑷
の
書

写
原
本
は
同
一
で
は
な
い
可
能
性
が
高
い
。

　

つ
ま
り
、
⑶
の
「
再
治
御
本
」
は
、
道
元
禅
師
自
身
の
決
定
稿
、
清
書
本
を
意
味
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
⑷
の
「
先
師
御
草
本
」

は
、
道
元
禅
師
が
仁
治
二
年
に
撰
述
し
た
「
仏
性
」
に
、
加
筆
修
正
の
記
入
を
終
え
、
奥
書
を
書
き
改
め
た
本
を
指
す
と
思
わ
れ
る
。
従
っ

て
、
⑵
と
⑷
の
底
本
は
同
一
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
し
て
「
先
師
御
草
本
」
の
修
正
完
了
後
、
そ
れ
を
清
書
し
て
「
再
治
御
本
」
に
至

る
過
程
で
、
さ
ら
に
修
正
が
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　

道
元
禅
師
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
の
書
き
改
め
の
痕
跡
を
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
、
奥
書
等
に
記
録
を
残
さ
な
い
。
し
か
し
、
共
に
懐
奘

の
奥
書
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
懐
奘
書
写
本
の
修
正
記
入
前
の
本
文
は
、
仁
治
四
年
時
点
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
が
確
定
さ
れ

る
。
そ
し
て
⑵
か
ら
、
少
な
く
と
も
仁
治
四
年
の
時
点
で
は
、
「
身
現
円
月
相
」
段
が
存
在
し
て
い
た
事
が
わ
か
る
。

　

但
し
、
そ
れ
が
直
ち
に
⑴
の
時
点
か
ら
こ
の
段
が
存
在
し
た
と
い
う
こ
と
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
⑴
の
時
点
で
は
こ
の

段
は
存
在
せ
ず
、
⑴
か
ら
⑵
の
間
に
こ
の
段
が
著
さ
れ
て
、
別
紙
の
よ
う
な
形
で
存
し
、
そ
れ
を
追
加
し
て
書
写
す
る
よ
う
に
と
の
道
元
禅

師
の
指
示
が
「
龍
樹
変
相
可
加
也
」
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
⑵
の
際
に
、
懐
奘
は
こ
の
指
示
に
従
い
、
こ
の
段
を
加
え
た

形
で
書
写
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
⑷
の
際
に
は
、
修
正
を
反
映
す
る
形
で
書
写
を
行
い
つ
つ
も
、
「
龍
樹
変
相
可
加
也
」
の
指
示
は

あ
え
て
そ
の
ま
ま
残
す
こ
と
で
、
撰
述
当
初
は
こ
の
段
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い
う
事
実
を
残
そ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
い
か
。

　

最
後
に
、
以
上
の
推
定
の
結
論
を
示
し
て
お
く
。
奥
書
か
ら
伺
え
る
過
程
を
⑴
か
ら
⑷
で
示
し
、
そ
の
間
に
行
わ
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
定

さ
れ
る
こ
と
を
《　

》
に
入
れ
て
付
し
た
。

⑴
道
元
禅
師
、
仁
治
二
年
に
「
仏
性
」
を
「
書
」
す
（
懐
奘
書
写
本
奥
書
）
。

　

《
道
元
禅
師
、
こ
の
間
に
「
身
現
円
月
相
」
段
を
著
し
、
「
龍
樹
変
相
可
加
也
」
と
指
示
を
加
筆
す
る
。
》
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⑵
懐
奘
、
仁
治
四
年
に
「
仏
性
」
を
「
記
」
す
（
懐
奘
書
写
本
奥
書
）
。

　

《
道
元
禅
師
、
仁
治
二
年
書
写
本
（
先
師
御
草
本
）
を
加
筆
修
正
し
、
奥
書
を
「
正
法
眼
蔵
仏
性
第　

三
」
、
「
示
衆
」
に
改
め
る
。
》

　

《
道
元
禅
師
、
「
先
師
御
草
本
」
を
清
書
し
つ
つ
修
訂
す
る
（
「
再
治
御
本
」
）
。
》

⑶
懐
奘
、
正
嘉
二
年
に
「
再
治
御
本
」
に
基
づ
い
て
、
仁
治
四
年
書
写
本
に
修
正
を
記
入
す
る
（
懐
奘
書
写
本
奥
書
）
。

⑷
懐
奘
、
弘
長
元
年
に
「
先
師
御
草
本
」
を
「
校
合
書
写
」
す
る
（
六
十
巻
本
系
奥
書
）
。

⑸
寛
海
、
建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
に
⑷
の
本
を
書
写
し
、
六
十
巻
本
の
第
三
に
配
置
す
る
。

　

な
お
瑠
璃
光
寺
本
の
「
仏
性
下
」
に
つ
い
て
、
瑠
璃
光
寺
本
は
、
六
十
巻
本
の
後
に
、
七
十
五
巻
本
に
し
か
な
い
巻
を
補
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
過
程
の
中
で
「
龍
樹
変
相
可
加
也
」
の
指
示
を
参
照
し
て
補
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
、
他
の
六
十
巻
本
の
例
を
見
て
も
特
異
な
も
の
で
あ

る
こ
と
か
ら
も
、
少
な
く
と
も
道
元
禅
師
に
近
い
時
代
に
補
わ
れ
た
も
の
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

最
後
に
参
考
と
し
て
、
水
野
弥
穂
子
氏
は
、
弘
長
二
年
時
点
に
お
い
て
、
「
身
現
円
月
相
」
の
段
を
紛
失
し
て
い
て
書
写
で
き
な
か
っ
た

可
能
性
、
も
し
く
は
義
雲
削
除
説
を
推
定
し
、
後
者
に
つ
い
て
、
「
こ
の
場
合
は
、
懐
弉
は
、
道
元
禅
師
滅
後
十
年
に
し
て
仏
性
巻
を
書
写

す
る
に
当
っ
て
、
な
る
べ
く
道
元
禅
師
の
書
か
れ
た
も
と
の
形
式
を
残
そ
う
と
し
て
書
写
し
た
と
考
え
る
よ
り
ほ
か
は
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
こ
と
を
挙
げ
て
お
き
た
い
（
水
野
弥
穂
子
「
正
法
眼
蔵
仏
性
巻
の
伝
承
と
そ
の
本
文
」
、
『
駒
澤
短
大
国
文
』
第
四
号
、
一
九
七
三
年
十
二

月
、
五
～
六
頁
）
。

　

ま
た
、こ
の
段
落
の
引
用
文
（
『
正
法
眼
蔵
』
本
文
）
と
、こ
れ
と
最
も
類
似
し
て
い
る
『
景
徳
伝
燈
録
』
巻
一
、
龍
樹
章
や
、『
天
聖
広
燈
録
』

巻
三
、
龍
樹
章
、
『
宗
鏡
録
』
巻
九
十
七
と
の
比
較
は
、
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」
八
〇
頁
（
【
参
考
】
『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
所
収
、
龍
樹
伝

本
文
・
他
出
典
対
照
表
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

さ
て
、
「
身
現
円
月
相
」
あ
る
い
は
「
龍
樹
変
相
」
と
も
言
わ
れ
る
こ
の
話
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
概
説
す
れ
ば
次
の
よ
う
に
な
る
。

　

龍
樹
は
、
福
業
（
善
い
行
い
を
す
る
と
幸
福
に
な
る
こ
と
）
を
信
じ
て
い
た
南
イ
ン
ド
の
人
々
に
妙
法
（
仏
法
）
を
説
き
、
仏
性
が
あ
る

こ
と
を
説
い
た
の
で
あ
る
が
、
彼
ら
は
、
福
業
こ
そ
が
最
も
大
切
な
こ
と
で
あ
り
、
「
仏
性
」
な
ど
と
い
っ
て
も
見
た
こ
と
が
な
い
と
言
う
。

そ
こ
で
尊
者
は
、
「
仏
性
を
見
よ
う
と
思
う
な
ら
、
我
慢
（
自
己
の
慢
心
）
を
な
く
し
な
さ
い
」
と
示
す
。
さ
ら
に
彼
ら
は
「
仏
性
と
い
う

も
の
は
大
き
い
の
か
、
小
さ
い
の
か
」
な
ど
と
も
質
問
す
る
。
そ
れ
に
対
し
て
龍
樹
は
、
「
大
き
く
も
な
く
小
さ
く
も
な
く
、
広
く
も
な
く

狭
く
も
な
い
と
言
い
、
ま
た
福
業
を
信
じ
る
人
々
に
「
幸
福
も
な
く
〈
善
業
の
〉
報
い
も
な
く
、
死
も
な
く
生
も
な
い
」
と
示
す
。
そ
し
て
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そ
の
道
理
が
勝
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
回
心
し
た
人
々
に
龍
樹
が
身
を
も
っ
て
仏
性
を
示
す
。
す
な
わ
ち
、
龍
樹
は
法
座
に
上
り
、
あ
り

の
ま
ま
に
坐
り
（
お
そ
ら
く
坐
禅
を
さ
れ
て
）
説
法
す
る
。
そ
の
姿
は
、
人
々
に
は
明
る
い
満
月
の
よ
う
に
見
え
、
説
法
の
声
だ
け
が
聞
こ

え
て
、
龍
樹
の
姿
は
見
え
な
か
っ
た
。

　

参
集
し
た
人
々
の
中
に
、
長
者
の
子
で
あ
る
迦
那
提
婆
が
い
た
。
集
ま
っ
た
人
々
に
、「
尊
者
の
姿
が
わ
か
る
か
」と
尋
ね
る
。
人
々
は
、「
今

は
、
目
に
見
る
こ
と
も
、
耳
に
聞
く
こ
と
も
、
心
で
認
識
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、
尊
者
の
姿
は
ど
こ
に
も
な
い
」
と
言
う
。
提
婆
は
、「
こ
れ
は
、

尊
者
が
仏
性
の
姿
を
現
し
て
、
私
達
に
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
分
か
る
の
か
と
い
う
と
、
仏
性
は
あ
り
の
ま
ま
の

あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
尊
者
は
そ
れ
を
無
相
三
昧
（
坐
禅
）
に
よ
っ
て
現
し
た
の
で
あ
り
、
無
相
三
昧
は
、
形
が
満
月
の
よ
う
で
あ
る
か
ら
で

あ
り
、
仏
性
と
い
う
の
は
、
満
月
輪
の
よ
う
に
明
ら
か
で
あ
る
の
で
あ
る
」
と
説
明
す
る
。
そ
し
て
提
婆
が
言
い
終
わ
る
と
、
尊
者
の
満
月

輪
の
よ
う
な
姿
は
消
え
て
、
再
び
尊
者
は
も
と
の
座
に
現
れ
て
、
「
身
体
で
円
月
の
相
を
現
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
諸
仏
の
身
体
を
表
し
た
。

説
法
に
は
決
ま
っ
た
形
が
な
く
、
そ
の
は
た
ら
き
は
認
識
の
対
象
と
し
て
表
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
る
」
と
語
っ
た
。

　

そ
の
よ
う
な
話
で
あ
る
。
こ
の
話
に
つ
い
て
道
元
禅
師
が
解
説
を
し
て
い
る
の
が
こ
の
段
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
龍
樹
と
言
え
ば
、
大
乗
仏
教
の
「
空
」
の
教
理
を
哲
学
的
に
究
明
し
た
『
中
論
』
や
、
『
般
若
経
』
の
解
説
書
で
あ
る
『
大

智
度
論
』
の
著
者
と
し
て
、
ま
た
中
観
派
の
祖
と
し
て
有
名
で
あ
る
が
、
本
段
で
龍
樹
が
「
仏
性
」
を
説
い
て
い
る
こ
と
に
違
和
感
を
感
じ

る
学
者
も
い
る
。
龍
樹
は
紀
元
二
～
三
世
紀
頃
（A

D
150

～250

頃
）
の
人
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
頃
の
イ
ン
ド
に
「
仏
性
」
と
い
う
概

念
（
言
葉
）
が
あ
っ
た
の
か
否
か
を
含
め
て
（
釈
尊
滅
後
、
舎
利
崇
拝
が
あ
りbuddha dhatu

は
仏
舎
利
と
訳
さ
れ
て
い
る
）
、
龍
樹
が
こ

れ
を
知
っ
て
い
た
の
か
、
若
し
く
は
知
り
え
た
か
と
の
疑
問
が
起
こ
る
。
例
え
ば
高
崎
直
道
氏
は
、
「
如
来
蔵
思
想
の
形
成
Ⅱ
」
（
『
高
崎
直

道
著
作
集
』
第
五
巻
、
春
秋
社
、
二
〇
〇
九
年
十
月
）
に
お
い
て
、
「
『
大
智
度
論
』
は
イ
ン
ド
産
で
、
龍
樹
尊
者
の
作
品
で
あ
る
こ
と
を
否

定
す
べ
き
積
極
的
材
料
も
ま
た
な
い
。
こ
の
『
大
智
度
論
』
に
は
、「
如
来
蔵
」
に
関
し
て
は
全
く
言
及
が
な
い
。
（
中
略
）
龍
樹
尊
者
が
「
如

来
蔵
」
説
を
知
ら
な
か
っ
た
こ
と
、
も
し
く
は
「
如
来
蔵
」
説
の
形
成
が
龍
樹
以
後
で
あ
る
こ
と
、
少
な
く
と
も
以
前
で
は
あ
り
え
な
い
と

い
う
推
定
を
否
定
す
る
材
料
は
な
い
」
と
述
べ
、
ま
た
「
龍
樹
尊
者
の
学
説
に
お
い
て
「
如
来
蔵
」
「
仏
性
」
と
い
う
概
念
、
若
し
く
は
そ

れ
と
類
似
の
概
念
た
る
「
如
来
種
姓
」
等
に
つ
い
て
特
別
の
顧
慮
が
払
わ
れ
た
形
跡
は
な
い
」
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
仏
性
」
と
深
く
関

わ
る
「
如
来
蔵
」
を
説
く
『
如
来
蔵
経
』
に
つ
い
て
も
、
龍
樹
よ
り
あ
と
（
三
世
紀
後
半
以
降
）
と
推
定
す
る
学
者
も
い
る
（
早
島
鏡
正
監

修
『
仏
教
・
イ
ン
ド
思
想
辞
典
』
、
春
秋
社
、
二
〇
一
三
年
四
月
）
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
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・「
仏
性
訳
註
（
五
）」
②

　

道
元
禅
師
は
、
ま
ず
「
身
現
円
月
相
」
の
話
の
末
尾
に
あ
る
、
龍
樹
の
偈
を
拈
提
し
て
「
真
箇
の
用
弁
は
声
色
の
即
現
に
あ
ら
ず
。
真
箇

の
説
法
は
無
其
形
な
り
」
と
示
し
て
い
る
。
現
代
語
訳
で
は
、
「
真
個
の
用
弁
」
の
「
用
弁
」
の
意
を
「
は
た
ら
き
」
と
解
釈
（
「
仏
性
訳
註

（
五
）
」
八
三
頁
【
語
註
】
）
し
た
が
、
龍
樹
の
よ
う
な
本
物
（
本
当
）
の
仏
祖
の
は
た
ら
き
や
説
法
、
仏
性
の
表
現
な
ど
は
、
姿
に
は
現
れ
ず
、

形
が
あ
る
も
の
で
は
な
い
と
し
、
「
身
現
円
月
相
」
の
話
は
、
そ
の
一
端
を
示
し
た
話
で
あ
る
と
す
る
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
に
見
ら
れ
る
「
汝
欲
見
仏
性
、
先
須
除
我
慢
」
（
汝
、
仏
性
を
見
よ
う
と
思
う
な
ら
、
先
ず
必
ず
我
慢
を
除
き
な
さ
い
）
の

語
は
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
道
元
禅
師
は
こ
の
語
を
拈
提
し
て
、「
見
」
は
な
い
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
「
見
」
と
は
「
除
我
慢
」
（
我

慢
を
除
く
こ
と
）
で
あ
る
と
す
る
。
多
種
多
様
な
「
我
」
や
「
慢
」
を
「
除
く
」
こ
と
が
「
見
仏
性
」（
仏
性
を
見
る
こ
と
）
で
あ
り
、「
見
仏
性
」

と
「
除
我
慢
」
と
は
同
じ
で
あ
る
と
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
こ
の
説
示
の
根
本
的
な
意
味
を
、
よ
く
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
。

　

と
こ
ろ
で
『
正
法
眼
蔵
随
聞
記
』
巻
二
の
二
に
は
、
「
一
日
示
云
、
人
、
其
の
家
に
生
れ
、
其
道
に
入
ら
ば
、
先
づ
其
の
家
の
業
を
修
べ

し
、
知
べ
き
也
。
我
が
道
に
非
ず
、
自
が
分
に
非
ざ
ら
ん
こ
と
を
知
り
修
す
る
は
、
即
非
也
。
今
出
家
の
人
と
し
て
、
即
仏
家
に
入
り
、
僧

道
に
入
ら
ば
、
須
く
其
業
を
習
べ
し
。
其
儀
を
守
る
と
云
ふ
は
、
我
執
を
捨
て
、
知
識
の
教
に
随
ふ
也
。
其
大
意
は
、
貪
欲
無
也
。
貪
欲
無

ら
ん
と
思
は
ば
、
先
須
離
吾
我
也
。
吾
我
を
離
る
る
に
は
、
観
無
常
是
れ
第
一
の
用
心
也
。
（
中
略
）
禅
僧
の
能
く
成
る
第
一
の
用
心
は
、

祇
管
打
坐
す
べ
き
也
。
利
鈍
賢
愚
を
論
ぜ
ず
、
坐
禅
す
れ
ば
自
然
に
好
く
な
る
な
り
。
」
（
『
大
久
保
本
』
四
三
〇
頁
、
カ
タ
カ
ナ
を
ひ
ら
が

な
に
改
め
る
）
と
あ
る
。
出
家
者
の
学
道
の
用
心
を
示
し
た
重
要
な
説
示
と
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
我
執
を
捨
て
る
こ
と
」
「
知
識

の
教
え
に
随
う
こ
と
」
「
貪
欲
な
き
こ
と
」
「
吾
我
を
離
れ
る
こ
と
」
「
無
常
を
観
ず
る
こ
と
」
「
只
管
打
坐
す
べ
き
こ
と
」
等
が
説
か
れ
て
い

る
。
無
常
を
観
じ
、
吾
我
を
離
れ
、
貪
欲
か
ら
離
れ
、
我
執
を
捨
て
て
知
識
の
教
え
に
し
た
が
い
、
祇
管
打
坐
す
べ
き
こ
と
が
、
や
や
段
階

的
に
示
さ
れ
て
い
る
。
「
我
執
を
捨
て
」
「
吾
我
を
離
る
る
」
こ
と
は
「
除
我
慢
」
と
同
意
で
あ
る
が
、
龍
樹
は
「
除
我
慢
」
の
行
で
あ
る
坐

禅
（
祇
管
打
坐
）
を
行
じ
て
「
仏
性
」
を
見
せ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
「
見
」
は
「
現
」
と
同
意
で
あ
る
こ
と
か
ら
す
れ
ば
仏
性
を
〝
見

せ
た
〟
と
い
う
よ
り
も
〝
現
し
た
〟
と
言
っ
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
。

　

尚
、
道
元
禅
師
は
「
見
仏
性
」
に
つ
い
て
「
眼
見
目
覩
に
習
ふ
べ
し
」
と
示
し
て
い
る
が
、こ
の
語
の
解
釈
（
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」
八
三
頁
【
語

註
】
参
照
）
に
つ
い
て
本
稿
で
は
、「
眼
見
」
と
「
目
覩
」
と
が
「
同
物
」
「
同
事
」
「
不
二
」
で
あ
る
こ
と
を
言
っ
た
語
で
あ
る
と
捉
え
、「
見

仏
性
」
（
仏
性
を
見
る
こ
と
）
と
「
除
我
慢
」
（
我
慢
を
除
く
こ
と
）
が
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
語
と
解
釈
し
た
。
但
し
、
他
の
解
釈
と



『
正
法
眼
蔵
』
「
仏
性
」
巻
訳
註
（
七
）
（
角
田
）

八
四

し
て
「
眼
見
目
覩
に
な
ら
ふ
べ
し
」
を
、
仏
性
を
見
る
と
い
う
こ
と
は
「
眼
（
目
）
で
見
（
観
）
た
も
の
に
習
い
な
さ
い
」
と
す
る
訳
も
可

能
で
あ
り
、
そ
の
場
合
、
除
我
慢
の
者
が
見
れ
ば
目
に
見
え
る
ま
ま
が
仏
性
で
あ
る
と
い
う
解
釈
と
な
ろ
う
か
。

　

こ
の
段
落
に
あ
る
、
「
愚
者
お
も
は
く
、
尊
者
か
り
に
化
身
を
現
ぜ
る
を
円
月
相
と
い
ふ
と
お
も
ふ
は
、
仏
道
を
相
承
せ
ざ
る
儻
類
の
邪

念
な
り
。
い
づ
れ
の
と
こ
ろ
の
い
づ
れ
の
と
き
か
、
非
身
の
他
現
な
ら
ん
。
ま
さ
に
し
る
べ
し
、
こ
の
と
き
尊
者
は
高
座
せ
る
の
み
な
り
。

身
現
の
儀
は
、
い
ま
の
た
れ
人
も
坐
せ
る
が
ご
と
く
あ
り
し
な
り
。
こ
の
身
、
こ
れ
円
月
相
現
な
り
。
身
現
は
方
円
に
あ
ら
ず
、
有
無
に
あ

ら
ず
、
隠
顕
に
あ
ら
ず
、
八
万
四
千
蘊
に
あ
ら
ず
、
た
だ
身
現
な
り
」
と
い
う
説
示
は
、
龍
樹
の
「
身
現
円
月
相
」
に
対
す
る
解
釈
を
示
し

た
中
で
重
要
な
部
分
と
思
わ
れ
る
。
道
元
禅
師
は
、
龍
樹
は
化
身
と
し
て
円
月
の
相
を
現
し
た
の
で
は
な
く
、
た
だ
高
座
に
坐
っ
て
い
た
の

で
あ
る
と
す
る
。
そ
れ
も
他
の
誰
も
が
坐
っ
て
い
る
よ
う
に
坐
っ
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ
の
坐
っ
て
い
る
す
が
た
を
「
円
月
相
」
の
現
れ
で

あ
る
と
す
る
。
「
非
身
の
他
現
」
つ
ま
り
、
身
（
身
体
）
で
な
い
も
の
が
他
の
相
（
円
月
の
よ
う
な
相
）
に
変
化
（
へ
ん
げ
）
し
た
の
で
は

な
い
と
し
て
お
り
、「
た
だ
身
現
」
で
あ
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
が
道
元
禅
師
の
解
釈
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
話
に
対
す
る
通
常
の
解
釈
（
龍

樹
が
姿
を
か
え
て
化
身
を
現
し
た
と
す
る
解
釈
）
を
批
判
し
て
、き
わ
め
て
常
識
的
な
（
神
秘
的
で
は
な
い
）
解
釈
を
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

道
元
禅
師
の
「
神
通
」
や
「
百
丈
野
狐
」
の
話
に
対
す
る
解
釈
等
と
同
様
で
あ
り
、
一
貫
し
た
立
場
で
あ
る
と
も
言
え
る
。

・「
仏
性
訳
註
（
五
）」
③

　

こ
こ
で
、
円
月
相
と
い
う
の
は｢

這
裏
是
甚
麼
処
在
、
説
細
説
麁
月｣

で
あ
る
と
い
う
。
丸
い
と
か
粗
い
と
か
形
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら

な
い
月
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
語
は
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
行
持
上

」
に
、
「
黄
檗
い
は
く
、
遮
裏
是
什
麼
所
在
、
更
説
什
麼
麁
細
（
這
裏
是
れ

什
麼
の
所
在
に
し
て
か
、
更
に
什
麼
の
麁
細
を
か
説
く
」
（
一
三
八
頁
）
と
あ
る
。
『
臨
済
録
』
で
は
、
「
師
云
、
太
麁
生
。
普
化
云
、
遮
裏

是
什
麼
所
在
、
説
麁
説
細
（
師
云
く
、
太
麁
生
。
普
化
云
く
、
這
裏
是
れ
什
塵
の
所
在
に
し
て
か
、
麁
と
説
き
細
と
説
く
）
」
と
あ
る
。
「
円

月
相
」
と
い
え
ば
、
そ
の
円
さ
に
何
か
特
別
な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
捉
え
ら
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
形
に
執
わ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
こ
と
を
示

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
（
「
仏
性
訳
註
（
五
）
」
八
九
頁
【
語
註
】
参
照
）
。
ま
た
、
「
こ
の
身
現
は
先
須
除
我
慢
な
る
が
ゆ
え
に
龍
樹
に
あ

ら
ず
、
諸
仏
体
な
り
」
と
い
う
の
は
、
龍
樹
が
円
月
相
（
仏
性
）
を
身
に
現
し
た
の
は
、
除
我
慢
を
〈
坐
禅
に
よ
っ
て
〉
現
し
た
の
で
あ
り
、

諸
仏
は
み
な
〈
坐
禅
に
よ
る
〉
除
我
慢
に
よ
っ
て
仏
性
を
現
す
の
で
、
龍
樹
の
み
で
は
な
い
こ
と
を
い
う
。
坐
禅
の
時
、
お
の
ず
と
我
慢
は

除
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
仏
性
が
現
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
、
仏
性
が
現
れ
て
い
る
坐
禅
の
姿
を
「
円
月
相
」
と
言
う
の
で
あ
る
。
こ
の
中
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田
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八
五

に
「
以
表
」（
い
ひ
ょ
う
）
あ
る
い
は
「
形
如
」（
ぎ
ょ
う
に
ょ
）
と
い
う
語
が
見
ら
れ
る
。
「
以
表
」
と
は
原
文
で
は
「
～
を
以
て
～
を
表
す
」（
こ

こ
で
は
、
身
に
円
月
相
を
現
ず
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
仏
の
体
を
表
す
）
と
い
う
意
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
は
こ
れ
を
一
つ
の
熟
語
と
し
て

い
る
。
こ
れ
は
「
身
現
円
月
相
」
と
「
諸
仏
体
」
が
二
見
対
待
の
関
係
で
は
な
く
、
絶
対
的
に
同
一
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
端
的
な
表
現
で

あ
る
と
思
わ
れ
る
。
「
形
如
」
も
原
文
で
は
「
形
～
の
如
し
」
（
こ
こ
で
は
、
形
が
満
月
の
よ
う
で
あ
る
）
と
い
う
意
で
あ
り
、
こ
れ
も
無
相

三
昧
（
坐
禅
）
は
、
そ
の
形
が
満
月
の
よ
う
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
道
元
禅
師
は
こ
れ
も
一
つ
の
熟
語
と
し
て
「
形
如
」（
「
こ

の
画
い
ま
だ
月
相
な
ら
ざ
る
に
は
形
如
な
し
」
の
用
例
参
照
）
と
し
、
無
相
三
昧
（
坐
禅
）
と
満
月
が
二
見
対
待
の
関
係
で
は
な
く
、
絶
対

的
に
同
一
で
あ
る
こ
と
を
端
的
に
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
無
其
形
さ
ら
に
無
相
三
昧
な
る
と
き
、
身
現
な
り
」
と
い
う
説
示
に
も
注
目

し
た
い
。
仏
（
仏
の
説
法
）
に
は
定
相
が
な
く
、
本
来
定
ま
っ
た
形
が
な
い
と
す
る
の
が
仏
教
の
基
本
的
な
立
場
で
あ
り
、
そ
れ
を
こ
こ
で
「
無

其
形
」
と
言
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
の
本
来
は
定
ま
っ
た
形
の
な
い
仏
（
仏
の
説
法
）
が
、
そ
の
道
理
の
上
で
、
龍
樹
が
無
相
三
昧
（
坐

禅
）
を
行
じ
た
と
き
、
本
来
「
無
其
形
」
で
あ
る
仏
性
が
坐
禅
の
相
（
身
）
と
な
っ
て
現
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
を
道
元
禅
師

は
「
円
月
相
」
と
い
う
の
で
あ
る
。

・「
仏
性
訳
註
（
六
）」
①

　

道
元
禅
師
は
、
迦
那
提
婆
が
、
龍
樹
尊
者
の｢
身
現｣

を
指
し
て｢

仏
性
相｣

を
現
し
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
た
こ
と
を
讃
え
て
い
る
。

そ
こ
に
は
余
者
（
他
の
学
者
）
は
仏
性
は
「
眼
見
・
耳
聞
・
心
識
等
に
あ
ら
ず
」
（
眼
で
見
る
こ
と
も
、
耳
で
聞
く
こ
と
も
、
心
で
認
識
し

た
り
す
る
こ
と
も
出
来
な
い
）
と
の
み
言
っ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
迦
那
提
婆
が
、
仏
性
が
龍
樹
の
「
身
現
」
と
し
て
現
れ
て
い
る
こ
と
を

言
い
得
た
こ
と
を
讃
え
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
迦
那
提
婆
を
讃
え
る
の
も
や
は
り
、
仏
性
が
内
在
す
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
大
衆
が
見

た
り
聞
い
た
り
認
識
し
た
り
す
る
こ
と
が
出
来
な
い
奇
特
な
も
の
で
は
な
く
、
誰
も
が
見
た
り
認
識
し
た
り
で
き
る
坐
禅
（
無
相
三
昧
）
の

行
に
現
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
迦
那
提
婆
の
言
葉
を
讃
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
示
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
「
仏
性
之
義
、
廓
然
虚

明
な
り
」
と
い
う
迦
那
提
婆
の
言
葉
も
、
仏
性
は
「
坐
禅
」
と
い
う
あ
た
り
ま
え
の
相
と
し
て
現
れ
る
こ
と
を
示
し
た
も
の
と
道
元
禅
師
は

捉
え
て
い
る
と
受
け
取
ら
れ
よ
う
。
と
す
れ
ば
「
無
相
三
昧
、
形
如
満
月
」
は
や
は
り
「
無
相
三
昧
は
形
満
月
の
如
し
」
（
無
相
三
昧
の
形

は
満
月
の
よ
う
で
あ
る
）
と
言
う
の
で
は
な
く
、「
無
相
三
昧
」（
坐
禅
）
の
こ
と
を
「
満
月
」（
円
月
）
と
言
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

こ
こ
に
ま
た
、
先
の
「
形
如
」
と
い
う
熟
語
、
す
な
わ
ち
〝
形
～
の
如
し
〟
と
い
う
意
味
合
い
を
嫌
っ
た
用
例
が
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
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八
六

・「
仏
性
訳
註
（
六
）」
②

　

こ
こ
で
も
、
繰
り
返
し
「
身
現
」
が
仏
性
を
説
い
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
更
に
言
え
ば
、
「
身
現
」
（
祇
管
打
坐
の

相
＝
無
相
三
昧
）
が
そ
の
ま
ま
「
仏
性
」
で
あ
り
、
「
諸
仏
体
」
が
「
仏
性
」
で
あ
る
と
言
う
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
仏
性
に
つ
い
て
、
龍
樹
・

提
婆
の
後
、
学
人
は
こ
の
仏
性
を
龍
樹
や
提
婆
の
よ
う
に
説
い
て
い
な
い
と
し
、
仏
性
を
誤
っ
て
理
解
し
て
い
る
と
批
判
す
る
。

・「
仏
性
訳
註
（
六
）」
③

　

大
宋
国
で
は
昔
か
ら
こ
の
因
縁
（
龍
樹
が
身
に
円
月
相
を
現
し
た
故
事
）
を
書
き
表
そ
う
と
す
る
の
に
、
一
つ
の
輪
を
画
い
て
、
「
龍
樹

の
身
現
円
月
相
」
と
し
て
い
る
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
。
「
身し

ん

に
画
し
、
心し

ん

に
画
し
、
空く

う

に
画
し
、
壁へ

き

に
画が

す
る
」
と
い
う
説
示
の
解
釈
は

難
し
い
が
、
「
訳
注
（
六
）
」
の
語
注
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
身
に
画
し
」
の
身
と
は
〝
正
身
端
坐
〟
の
身
、
「
心
に
画
し
」
の
心
と
は
〝
三
界

唯
心
〟
の
心
、
「
空
に
画
し
」
の
空
と
は
〝
色
即
是
空
〟
の
空
、
「
壁
に
画
し
」
の
壁
と
は
〝
牆
壁
瓦
礫
〟
の
壁
と
解
釈
し
、
い
ず
れ
も
全
世

界
、
あ
る
い
は
全
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
存
在
を
「
仏
性
」
と
す
る
も
の
と
捉
え
た
。
と
こ
ろ
で
「
真
箇
の
画
餅
一
枚
な
り
」
と
い
う
説
示
の
「
真

箇
の
画
餅
」
と
は
、
通
常
言
う
と
こ
ろ
の
〝
絵
に
書
い
た
餅
〟
の
こ
と
で
あ
り
、
『
正
法
眼
蔵
』
「
画
餅
」
に
お
い
て
「
画
餅
に
あ
ら
ざ
れ
ば

充
飢
の
薬
な
し
、
画
餅
に
あ
ら
ざ
れ
ば
人
に
相
逢
せ
ず
、
画
充
に
あ
ら
ざ
れ
ば
力
量
あ
ら
ざ
る
な
り
」
（
二
一
四
頁
）
と
説
示
す
る
画
餅
と

は
異
な
っ
て
い
る
。
同
じ
語
で
あ
っ
て
も
、
道
元
禅
師
に
お
い
て
こ
の
よ
う
な
使
い
分
け
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
人に

ん

眼げ
ん

の
金き

ん

屑せ
つ

を
な
さ
ん
と
す
れ
ど
も
、
あ
や
ま
る
と
い
ふ
人ひ

と

な
し
」
の
「
金
屑
」
（
金
の
粉
）
と
は
「
身
現
円
月
相
」
な
る
勝
れ
た
故
事
を
指
す
と
解

釈
し
た
が
、
金
の
粉
で
も
人
間
の
眼
に
入
れ
ば
害
と
な
る
よ
う
に
、
龍
樹
の
素
晴
ら
し
い
活
作
略
を
後
代
の
学
人
が
誤
っ
て
解
釈
し
て
お
り
、

そ
れ
を
誤
っ
て
い
る
と
言
う
人
が
い
な
い
こ
と
を
道
元
禅
師
が
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

・「
仏
性
訳
註
（
六
）」
④

　

道
元
禅
師
は
、
「
身
現
円
月
相
」
を
画
く
に
は
、
仏
祖
が
坐
禅
に
よ
っ
て
仏
と
な
り
祖
と
な
っ
て
伝
わ
っ
て
来
た
の
だ
か
ら
、
法
座
の
上

の
龍
樹
の
身
現
（
坐
禅
し
た
姿
）
を
「
円
月
相
」
の
図
に
す
る
べ
き
で
あ
る
と
説
き
、
「
身
現
相
」
（
現
実
の
身
体
そ
の
ま
ま
の
姿
）
を
画
く

べ
き
で
あ
る
と
言
う
。
そ
し
て
龍
樹
の
「
円
月
相
」
を
描
こ
う
と
す
る
と
き
に
は
、
「
満
月
相
」
を
図
に
す
る
べ
き
で
あ
り
、
「
説
法
」
を
図

に
せ
ず
、
円
い
餅
と
思
っ
て
は
な
ら
な
い
と
す
る
。
龍
樹
が
坐
禅
し
た
身
体
の
姿
が
そ
の
ま
ま
円
月
の
身
体
で
あ
り
、
そ
の
姿
形
が
満
月
の
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形
な
の
で
あ
る
か
ら
、
一
枚
の
銭
や
餅
と
し
て
描
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
を
「
円
」
（
龍
樹
が
坐
禅
し
た
姿
）
と
し
て
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と

説
示
す
る
の
で
あ
る
。

・「
仏
性
訳
註
（
七
）」

　

道
元
禅
師
は
入
宋
中
、
何
度
か
阿
育
王
山
広
利
禅
寺
を
訪
れ
て
い
る
。
初
め
て
訪
れ
た
の
は
嘉
定
十
六
年
（
一
二
二
三
）
癸
未
の
秋
で
あ
る
。

そ
の
と
き
西
廊
の
壁
に
龍
樹
の
変
相
（
身
現
円
月
相
）
が
描
か
れ
て
い
る
の
を
見
る
。
お
そ
ら
く
他
の
仏
祖
に
つ
い
て
は
肖
像
が
描
か
れ
て

い
た
の
に
対
し
、
第
十
四
祖
の
龍
樹
の
そ
れ
は
、
た
だ
円
相
が
描
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
道
元
禅
師
は
そ
の
と
き
こ

の
龍
樹
の
変
相
を
見
て
、
気
に
留
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
宝
慶
元
年
の
夏
安
居
の
時
に
再
び
阿
育
王
山
を
訪
れ
た
と
き
に
、
こ
の
廊
下

を
成
桂
知
客
と
歩
い
て
い
た
時
、
こ
の
変
相
が
目
に
と
ま
り
、
「
這
箇
是
什
麼
変
相
」
（
こ
れ
は
何
の
変
相
図
で
す
か
）
と
知
客
に
問
い
か
け

る
。
知
客
は
「
龍
樹
の
身
現
円
月
相
だ
」
と
答
え
る
の
み
で
、
そ
う
答
え
た
知
客
の
顔
つ
き
に
は
、
龍
樹
の
身
現
円
月
相
の
意
味
す
る
も
の

が
何
も
わ
か
っ
て
い
る
様
子
が
な
く
、
そ
れ
以
外
に
何
の
言
葉
も
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
道
元
禅
師
は
さ
ら
に
「
真
箇
是
一
枚
画
餅
相
似
」
（
ま

こ
と
に
一
枚
の
餅
の
絵
の
よ
う
で
す
ね
）と
話
を
振
る
が
、
知
客
は
た
だ
大
声
で
笑
う
だ
け
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
知
客
と
道
元
禅
師
は
、「
舎

利
殿
」
や
「
六
殊
勝
地
」
等
に
行
く
間
、
龍
樹
の
変
相
に
つ
い
て
何
度
か
話
題
に
な
っ
た
が
、
龍
樹
が
円
相
で
描
か
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
知
客
は
疑
問
を
も
つ
様
子
で
も
な
く
、
何
も
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
。
ま
た
一
緒
に
い
た
僧
侶
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
意
見
を
の
べ

た
が
、
ま
と
も
な
こ
と
を
言
う
者
は
一
人
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
道
元
禅
師
は
「
堂
頭
和
尚
に
た
ず
ね
て
み
よ
う
」
と
提
案
す
る

が
、
知
客
が
「
堂
頭
は
仏
法
が
わ
か
っ
て
い
な
い
か
ら
、
答
え
る
こ
と
は
で
き
ず
、
何
も
知
ら
な
い
だ
ろ
う
」
と
言
い
、
堂
頭
に
尋
ね
る
こ

と
は
し
な
か
っ
た
。
知
客
は
、
堂
頭
は
わ
か
っ
て
い
な
い
と
言
う
も
の
の
、
知
客
自
身
も
わ
か
っ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

道
元
禅
師
は
、
阿
育
王
山
で
の
こ
の
話
を
紹
介
し
て
、
龍
樹
の
身
現
円
月
相
の
変
相
に
つ
い
て
、
ほ
ん
と
う
に
わ
か
っ
て
い
る
者
は
い
な

い
こ
と
を
嘆
き
、
結
局
は
仏
性
に
つ
い
て
も
、
わ
か
っ
て
い
る
者
は
誰
も
い
な
い
と
憂
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
「
前
後
の
粥
飯
頭
、
み
る
に
あ
や
し
ま
ず
、
あ
ら
た
め
な
を
さ
ず
。
ま
た
、
画
す
る
こ
と
う
べ
か
ら
ざ
ら
ん
法
は
、
す
べ
て

画
せ
ざ
る
べ
し
」
と
い
う
説
示
で
あ
る
が
、
阿
育
王
山
の
〈
当
時
の
現
住
と
そ
の
〉
前
後
の
住
職
も
、
龍
樹
の
身
現
円
月
相
の
変
相
を
見
て

も
不
思
議
に
思
わ
ず
、
書
き
改
め
る
こ
と
を
し
な
か
っ
た
と
批
判
し
、
ま
た
描
き
改
め
よ
う
に
も
〈
仏
性
の
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
な
か
っ
た

の
で
〉
描
き
改
め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
い
う
意
で
あ
る
と
解
釈
し
、
続
く
「
画
す
べ
く
は
、
端
直
に
画
す
べ
し
」
は  
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〝
〈
そ
れ
で
も
〉
画
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
な
ら
ば
、
端
的
に
そ
の
ま
ま
〈
龍
樹
が
坐
禅
を
し
て
い
る
姿
を
〉
画
く
べ
き
で
あ
る
〟
と
解
釈

し
た
。
こ
の
部
分
に
つ
い
て
水
野
弥
穂
子
氏
は
「
絵
に
か
く
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
な
ら
ば
全
く
か
か
な
い
の
が
い
い
」（
『
岩
波
文
庫
本
』
一
・

一
〇
五
頁
脚
注
）
と
注
記
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
仏
性
は
本
来
形
に
描
け
な
い
も
の
で

あ
る
が
、
描
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
す
れ
ば
、
あ
え
て
円
相
で
は
な
く
端
的
に
坐
禅
の
姿
を
描
く
べ
き
で
あ
る
と
す
る
道
元
禅
師
の
説
示

で
あ
ろ
う
。
こ
の
身
現
円
月
相
の
段
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
こ
の
点
に
あ
る
と
言
え
る
の
で
あ
る
。
こ
の
段
の
末
尾
の
「
諸
方
の
粥
飯
頭
、
す
べ

て
仏
性
と
い
ふ
道
得
を
、
一
生
い
は
ず
し
て
や
み
ぬ
る
も
あ
る
な
り
。
あ
る
ひ
は
い
ふ
、
聴
教
の
と
も
が
ら
仏
性
を
談
ず
、
参
禅
の
雲
衲
は

い
ふ
べ
か
ら
ず
。
か
く
の
ご
と
く
の
や
か
ら
は
、
真
箇
是
畜
生
な
り
。
な
に
と
い
ふ
魔
黨
の
、
わ
が
仏
如
来
の
道
に
ま
じ
は
り
け
が
さ
ん
と

す
る
ぞ
。
聴
教
と
い
ふ
こ
と
の
仏
道
に
あ
る
か
、
参
禅
と
い
ふ
こ
と
の
仏
道
に
あ
る
か
。
い
ま
だ
聴
教
・
参
禅
と
い
ふ
こ
と
、
仏
道
に
は
な

し
と
し
る
べ
し
」
と
い
う
説
示
に
は
、
仏
性
に
つ
い
て
語
る
こ
と
な
く
、
会
得
し
て
い
な
い
者
に
対
す
る
道
元
禅
師
の
厳
し
い
批
判
が
う
か

が
わ
れ
る
。
〝
仏
道
に
は
聴
教
も
参
禅
も
な
い
〟
と
い
う
言
葉
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
仏
道
に
お
い
て
は
聴
教
（
教
学
）
の
学
者
と

参
禅
の
禅
僧
と
い
っ
た
区
別
を
す
べ
き
で
は
な
く
、
禅
僧
は
〈
「
仏
性
」
と
い
う
語
に
限
ら
ず
〉
仏
法
を
語
っ
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
は

誤
り
で
あ
り
、
参
禅
の
禅
僧
も
、
仏
法
に
つ
い
て
談
じ
、
学
び
、
き
ち
ん
と
会
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
そ
の
上
で
参
禅
（
実
践
）
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
示
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
道
元
、
懐
奘
、
『
正
法
眼
蔵
』
、
「
仏
性
」
巻
、
訳
註
、
校
異


